
研
究
ノ
ー
ト現

代
南
仏
丘
上
集
落
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ー
バ
ス
プ
ロ
バ
ン
ス
の
セ
ヨ
ン
の
例
ー ネ

ッ
サ
ン
ス
」

滝

波

章

弘

現代南仏丘上集落の「ルネヅサンス」（滝波）

は
　
じ
　
め
　
に

　
地
中
海
沿
岸
地
方
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
を
問
わ
ず
、

丘
や
岩
の
上
に
立
地
す
る
集
落
を
し
ば
し
ば
目
に
す
る
。
今
日
の
フ
ラ
ン
ス

で
は
こ
う
し
た
集
落
を
、
研
究
者
、
専
門
家
や
あ
る
程
度
の
知
識
の
あ
る
一

般
の
人
々
は
く
艶
㊤
σ
q
o
℃
曾
。
げ
ひ
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
丘
上

　
　
　
　
　
　
①

集
落
と
訳
し
た
い
。
リ
ベ
　
（
い
H
〈
閃
β
切
・
）
の
定
義
に
よ
れ
ば
「
傾
斜
が
急

で
か
つ
周
囲
の
地
形
と
は
比
較
的
に
切
り
離
さ
れ
た
よ
う
な
傾
斜
地
の
高
い
．

　
　
　
　
　
　
　
②

と
こ
ろ
に
立
地
す
る
」
集
落
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
地
中
海
沿
岸
地

方
で
も
、
ど
の
集
落
ま
で
を
丘
上
集
落
と
み
な
す
か
は
曖
昧
な
と
こ
ろ
も
少

な
く
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
遠
目
に
見
て
、
小
高
い
丘
や
岩

の
上
に
家
屋
を
鷹
の
巣
の
よ
う
に
寄
り
合
わ
せ
て
つ
く
る
集
蕗
は
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

丘
上
集
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
バ
ス
プ
ロ
バ
ン
ス
地
方
や
コ

ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
地
方
で
現
在
丘
上
集
落
と
呼
ば
れ
る
集
落
は
、
直
接
的
に

は
十
一
、
十
二
世
紀
に
カ
ス
ト
ロ
ム
（
O
ρ
ω
窪
離
露
）
の
名
で
史
料
に
現
れ
る
。

当
暗
争
乱
の
時
代
で
あ
り
、
防
衛
の
必
要
性
か
ら
人
々
が
領
主
の
城
館
を
中

心
に
丘
上
に
誠
塞
集
落
を
つ
く
っ
た
の
が
最
初
だ
と
一
般
に
は
信
じ
ら
れ
て

　
④

い
る
。
た
だ
、
近
年
は
丘
上
集
落
の
起
源
に
関
し
て
、
紀
元
前
三
、
四
世
紀

頃
を
中
心
に
発
達
し
た
リ
ギ
ェ
ー
ル
（
ζ
σ
q
嘆
①
）
人
の
丘
上
城
塞
集
落
オ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ド
ム
（
o
想
覧
島
郎
ヨ
）
ど
の
関
連
が
示
さ
れ
て
お
り
、
丘
上
集
落
は
単
な
る
申

世
争
乱
期
の
産
物
と
い
う
よ
り
は
地
中
海
文
明
の
衷
現
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
が
中
心
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
丘
上
集
落
は
歴
史
的
に
は
早
く
も
十
三
、
十
四
世

紀
に
は
衰
退
を
始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
人
々
は
丘
上
の
集
落
を
放
棄
し
、
丘

119 （751）



陵
斜
面
地
の
下
部
に
新
し
く
集
落
を
つ
く
っ
た
り
（
降
下
現
象
山
9
霞
。
げ
？

旨
Φ
馨
）
、
丘
上
集
落
が
集
落
分
化
を
起
こ
し
、
丘
上
集
落
と
低
地
や
丘
陵
斜

面
下
部
に
分
化
し
た
薪
し
い
集
落
と
の
併
存
状
態
（
分
化
現
象
α
σ
α
。
四
三
甲

ヨ
①
暮
）
を
示
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
丘
上
集
落
蓑
退
の
現
象

は
近
代
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
り
、
平
地
で
の
経
済
、
産
業
や
交
通
の
発

達
に
対
応
で
き
な
い
丘
上
と
い
う
立
地
場
所
の
生
活
上
、
ア
ク
セ
ス
上
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

便
さ
、
利
用
で
き
る
空
間
の
少
な
さ
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
衰
退
は
フ
ラ
ン

ス
革
命
を
経
て
領
主
の
い
な
く
な
っ
た
、
単
な
る
農
村
と
し
て
の
丘
上
集
落

に
も
続
き
、
十
九
世
紀
後
半
の
有
名
な
害
虫
フ
ィ
ロ
キ
セ
ラ
に
よ
る
葡
萄
の

大
被
害
な
ど
竜
あ
り
㍉
過
疎
化
を
被
る
農
村
と
い
う
裏
態
に
至
る
。
二
十
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

紀
前
半
も
こ
の
状
況
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
十
世
紀
も
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
入
っ
て
、
丘
上
集
落
は
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
や
「
若
返
っ
た
」
と
い
う
表

現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
人
口
は
増
加
に

転
じ
、
地
中
海
地
方
独
特
の
集
落
景
観
は
残
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を

「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
呼
び
、
そ
の
現
象
に
つ
い
て
一
つ
の
集
落
を
事
例
と

し
て
説
明
す
る
。

①
訳
語
は
次
の
文
献
に
よ
る
。
谷
醐
武
雄
、
「
フ
ラ
ン
ス
地
中
海
岸
域
に
お
け
る

　
槻
帆
村
払
一
同
」
、
『
立
ム
即
髄
…
文
轡
ず
』
、
　
一
九
〇
口
写
、
　
一
九
山
ハ
一
、
　
二
五
二
百
ハ
。

②
　
い
H
＜
同
家
肉
。
σ
q
o
さ
一
《
勾
。
畠
。
脱
。
剛
一
霧
。
。
員
ざ
ω
＜
二
智
σ
q
o
。
弓
℃
9
0
一
撤
。
摩
α
o
冒

　
悔
B
認
8
三
三
置
δ
降
9
①
y
一
醜
男
い
〉
↓
菊
轡
し
。
”
勺
h
o
轟
ρ
℃
い
〉
翼
国
○
朗
×
㊤
訟
霞

　
山
ρ
由
ミ
塁
簑
こ
ぎ
寒
＆
縣
特
ミ
ミ
㌧
勺
ロ
匪
＄
訟
8
ω
α
鶴
寂
鵠
誹
①
ヨ
①
【
嵩
g

　
Ω
①
o
α
Q
鑓
℃
ぼ
。
α
o
一
．
q
銭
く
①
話
津
伶
勺
碧
富
あ
。
誉
o
p
鵠
。
影
。
＝
㌧
一
⑩
c
。
Q
。
、
℃
や
一
ア

　
富
．
U
間
く
尉
目
は
具
体
的
に
尖
形
岩
（
覧
↑
0
5
械
0
9
窪
諸
）
、
孤
立
残
丘
（
σ
駕
洋
。

　
ま
ヨ
。
ぎ
）
、
山
脚
（
o
も
。
δ
昌
）
、
台
地
外
縁
（
お
σ
o
a
α
㊦
覧
舞
①
四
口
）
な
ど
の
地

　
形
上
に
丘
上
集
落
は
立
地
す
る
と
言
う
。

③
U
国
華
〉
署
O
図
0
9
と
9
び
一
《
目
罵
駕
ω
9
℃
實
℃
す
ぎ
g
憎
霞
巴
。
⇔
辱
聖
帥
8
y

　
鼠
§
ミ
塁
§
O
駄
誌
臓
奪
ミ
馬
噂
心
。
。
⑫
塁
鼠
ρ
ロ
。
b
。
謡
弘
り
ω
¢
、
勺
℃
」
O
ム
S
＼
い
同
く
晦
β

　
囲
8
σ
q
①
さ
・
一
這
鳳
ミ
偽
ミ
偽
へ
薦
嚇
愚
ミ
馬
§
㌧
遷
竃
掴
ミ
O
ミ
恥
戚
．
鼠
讐
ミ
ミ
O
ミ
紹
吻

　
悔
冨
ヨ
ヨ
㊤
誌
O
P
一
り
圃
○
◎
噸
勺
や
O
図
1
①
◎
覧
．
卜
◎
O
な
ど
随
所
参
照
。
　
　
　
、

④
本
影
の
と
こ
ろ
丘
上
集
落
成
立
の
理
曲
は
解
明
さ
れ
て
い
ず
、
諸
説
あ
る
が
、

　
実
際
に
は
防
衛
説
以
上
の
確
圃
と
し
た
仮
説
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

⑥
　
σ
高
寓
H
＞
署
ω
U
．
〉
湘
0
踏
一
丁
し
d
＞
¢
∪
、
Ω
ρ
σ
ほ
。
＝
ρ
1
卜
塁
誉
ミ
ミ
馬
恥
§

　
沁
§
触
ミ
恥
（
§
臓
）
、
“
ミ
ミ
＆
ミ
馬
ミ
贈
昏
、
、
a
§
ミ
ミ
禽
蹄
§
馬
、
ぎ
ミ
馬
ミ
§
籍
、

9．

m
§
へ
建
窺
♪
§
辱
貸
黛
恥
略
・
回
§
ミ
§
鷺
馬
噛
』
・
ρ
好
評
ω
・
一
〇
。
。
o
・
福
・
。
。
誤
。
。
・
＼

　
b
尊
国
¢
累
細
＄
〒
勺
8
旨
⑦
簿
巴
■
℃
1
《
い
、
7
9
σ
紫
舞
「
霞
巴
（
冨
暴
一
〇
＜
舘
帥

　
一
、
仙
℃
o
ρ
ま
δ
ヨ
p
ぎ
。
”
O
o
p
ま
。
ω
舞
。
ま
。
ざ
α
q
ヨ
器
ω
鼠
8
コ
件
Φ
ω
y
㌔
き
簿
蟻
§

　
ミ
象
ミ
、
Q
§
」
o
ヨ
。
。
。
伊
h
霧
ρ
一
自
し
㊤
。
。
9
郊
■
匿
①
■
＼
U
ゆ
o
Q
H
勾
〉
押
Ω
ロ
ざ
一

　
《
い
、
o
勺
℃
置
ロ
§
9
壱
嘔
3
δ
p
器
（
ご
尊
お
蓉
岡
ω
ゐ
ロ
ー
切
9
．
9
）
y
㌧
唱
、
ミ
ミ
§
ミ
勉
§
．
貯
§
㌧

　
8
ヨ
。
ω
伊
暁
霧
ρ
謹
一
覧
一
り
。
◎
駅
℃
や
㈹
q
①
．

⑥
＝
＜
掬
掴
菊
。
σ
q
o
3
ー
ト
、
ぎ
守
諦
ミ
ミ
ミ
、
ミ
恥
ミ
§
馬
ま
鳶
始
袋
恥
着
ミ
題
§
b
琶
司
馬
－

　
、
き
竃
§
ミ
悌
目
7
霧
。
α
o
血
o
o
8
錘
け
ユ
、
国
欝
8
0
℃
ぽ
《
ρ
お
①
N
℃
や
8
ヤ
8
Φ
、

　
℃
や
b
二
嵩
I
N
一
メ
＼
じ
σ
O
φ
N
＞
辞
U
。
℃
一
《
び
①
σ
霧
こ
。
貯
α
o
O
賃
α
q
㊦
℃
o
o
纂
冨
〇
二
〇
μ

　
（
δ
8
㌶
o
冒
9
象
巴
。
＄
凱
。
コ
島
自
く
＝
冨
σ
q
o
℃
o
零
げ
価
》
”
ミ
ミ
籍
ミ
箪
§
敬
⑨
謬
。
ど

　
一
8
P
娼
や
Q
Q
α
一
O
P
＼
O
＝
〉
涛
力
戦
廟
。
螢
〒
℃
8
＝
，
o
”
1
《
『
．
隔
意
三
3
紳
象
冨
昌
二
ω
o

　
o
膨
面
p
8
身
飼
℃
o
ロ
覧
。
旨
。
剛
回
陣
α
ρ
コ
ω
貯
く
巳
惹
Φ
葺
o
k
o
三
δ
O
o
欝
U
二
舅
コ
8
y

　
艶
ミ
、
9
§
§
ミ
蓬
無
無
出
職
．
“
ミ
§
恥
§
恥
、
誉
ミ
鴇
－
乱
奪
偽
恥
』
ま
㊤
、
℃
や
◎
◎
ら
。
占
O
圃
．

⑦
O
両
O
即
O
銅
源
Φ
昌
乎
－
《
ピ
。
8
ユ
。
器
仲
睡
鵠
y
議
§
§
、
器
§
自
粛
態
ミ
p
ω
Φ
。

　
巴
5
①
ρ
ロ
。
b
o
器
”
一
り
G
。
P
℃
℃
■
0
8
ふ
O
ピ
＼
い
H
＜
糊
鋼
一
り
O
N
o
℃
●
鼠
f
や
b
o
一
S
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現代南仏丘上集落の「ルネッサンス」（滝波）

⑧
寓
切
日
晒
ざ
寓
㊤
ユ
。
－
鵠
暫
9
。
b
一
《
湘
⑦
匿
♂
。
。
き
8
畠
・
。
・
〈
露
㊤
σ
q
。
ω
互
い
各
争

　
吋
8
》
b
ミ
題
ミ
§
ミ
婁
執
ミ
§
塁
嘗
り
㍉
甘
藍
藁
O
刈
9
毛
b
O
幽
9

⑨
＝
＜
図
目
し
㊤
O
b
。
い
。
や
9
酔
二
や
℃
』
ミ
凸
O
◎
。
。

《
1
》
　
現
代
丘
上
集
落
の
問
題

　
現
代
丘
上
集
落
の
変
容
現
象
の
実
態
報
告
や
そ
の
説
明
に
関
す
る
研
究
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
で
に
い
ろ
い
ろ
と
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
中
心
的
な
枠
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

み
は
う
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ
（
崔
8
ρ
昆
ω
舞
δ
⇔
）
、
都
市
化
、
あ
る
い
は
観

光
化
の
見
ら
れ
る
丘
上
集
落
と
い
う
機
能
的
都
市
農
村
関
係
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
農
業
人
口
の
流
出
と
逆
方
向
に
中
心
地
か
ら
都
市
居
住
者
が
流
入
し
、

結
果
と
し
て
都
市
通
勤
者
、
退
職
者
、
バ
カ
ン
ス
滞
在
者
、
職
人
、
文
化
人
、

芸
術
家
な
ど
か
ら
な
る
「
農
村
」
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で

よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
丘
上
集
落
は
そ
の
丘
上
と
い
う
特
異
な

立
地
場
所
ゆ
え
に
成
立
し
、
ま
た
そ
の
特
異
な
立
地
場
所
ゆ
え
に
衰
退
し
て

き
た
。
し
た
が
っ
て
当
然
、
二
十
世
紀
後
半
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
関
し

て
も
、
い
っ
た
い
丘
上
と
い
う
立
地
揚
所
は
ど
う
見
な
さ
れ
、
ど
う
扱
わ
れ

た
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
こ

よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
丘
上
の
場
所
や
そ
の
景
観
の
意
味
に
関
す
る
言
及
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
リ
ベ
は
丘
上

集
落
の
成
立
要
因
と
し
て
防
衛
の
必
要
性
だ
け
で
な
く
、
丘
上
の
気
候
の
よ

さ
や
ミ
ス
ト
ラ
ル
か
ら
の
回
避
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
を
展

　
　
　
　
③

開
し
て
い
る
。
ま
た
リ
ベ
の
他
に
、
フ
ォ
ー
ル
（
二
三
d
肉
国
”
勺
．
）
や
ブ
ロ
ン

ベ
ル
ジ
ェ
（
b
J
菊
○
鼠
し
d
国
閃
○
じ
⇒
菊
”
O
『
）
も
ロ
ス
タ
ン
（
菊
○
ω
日
諺
H
客
O
”
O
げ
‘
）

の
プ
ロ
バ
ン
ス
に
関
す
る
地
名
の
起
源
研
究
（
肉
駿
ミ
偽
ミ
ぎ
蝋
愚
。
こ
ミ
画
馬

§
ミ
℃
苫
曵
§
ら
3
日
霧
O
）
を
引
一
き
出
し
、
丘
上
集
落
を
岩
の
象
徴
性
や
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
文
明
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
フ
ォ
ー
ル
は
旅
行
者
の
昌
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

丘
上
集
落
の
天
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
ま
で
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
都
市
化
、
観

光
化
さ
れ
る
丘
上
集
落
を
扱
っ
た
諸
研
究
の
中
で
も
丘
上
集
落
の
眺
望
の
よ

さ
、
美
し
い
景
観
、
城
壁
、
石
の
家
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
小
道
、
階
段
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
中
世
的
形
態
、
地
中
海
的
農
村
景
観
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
丘
上
集
落
の
景
観
と
場
所
の
意
味
に
つ
い
て
の
言
及
も
何
．

か
蓑
面
的
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
も
う
少
し
丘
上
集

落
の
中
に
入
っ
て
、
い
っ
た
い
丘
上
と
は
ど
ん
な
場
噺
な
の
か
、
現
代
丘
上

集
落
と
は
ど
ん
な
集
落
な
の
か
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む
新
し
い
人
々
は
ど

ん
な
ふ
う
に
丘
上
集
落
を
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
問
題
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考
え
た
。
た
し
か
に
現
代
丘
上
集
落
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
し

っ
く
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
さ
ら
と
い
う
感
は
あ
る
。
そ
し
て
ツ
；
リ
ス
ト
や

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
滞
在
者
が
丘
上
集
落
の
景
観
や
眺
望
、
史
跡
性
に
注
鼠
し

た
と
指
摘
す
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
か
く
も
そ
の
立

地
場
所
ゆ
え
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
丘
上
集
落
が
現
代
に
よ
み
が
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え
っ
た
と
い
う
現
象
に
は
、
や
は
り
丘
上
と
い
う
地
形
上
の
特
異
点
（
の
諜
①
）

が
現
代
に
お
い
て
薪
た
な
意
味
の
場
所
と
な
っ
て
き
た
過
程
に
ま
で
議
論
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
の
丘
上
と
い
う
特
異
点
の
問
題
を
数
値
上
平
均
的
な
丘
上
集

　
　
　
　
　
　
⑦

落
の
形
態
を
も
つ
、
パ
ス
プ
ロ
バ
ン
ス
（
切
㊤
ω
ω
¢
一
悟
目
O
く
O
】
P
O
O
）
地
方
パ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
＜
即
巴
）
県
セ
ヨ
ソ
（
ω
o
厳
。
鵠
ω
）
の
丘
上
集
落
で
考
え
る
（
図
1
、
図
2
、

図
3
参
照
）
。
セ
ヨ
ン
は
マ
ル
セ
イ
ユ
の
東
北
東
約
五
〇
㎞
に
位
置
す
る
行

政
村
た
る
コ
ミ
ュ
ン
ヌ
（
O
O
旨
難
目
昌
①
）
で
あ
り
、
他
の
多
く
の
パ
ス
プ
ロ
バ

ン
ス
の
集
落
と
同
様
、
δ
＜
筥
ρ
σ
q
o
（
以
後
、
本
稿
で
は
仮
に
「
村
」
と
訳

し
て
お
く
。
）
と
呼
ば
れ
る
役
場
を
も
つ
集
村
形
態
の
中
心
的
な
集
落
と
そ

の
周
囲
に
点
在
す
る
ア
モ
（
冨
ヨ
＄
口
）
と
呼
ば
れ
る
い
く
つ
か
の
小
規
模
な

集
落
や
孤
立
宅
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
図
4
）
。
こ
の
中
の
村
が
本
論
の
主
題
で

あ
る
丘
上
集
落
で
、
石
灰
岩
質
の
比
高
一
二
〇
m
あ
ま
り
、
標
高
三
八
八
m

の
小
丘
の
南
斜
面
上
部
工
二
五
％
に
立
地
す
る
。
赤
褐
色
の
丸
瓦
の
屋
根
と

薄
い
褐
色
の
石
壁
が
重
な
か
合
う
集
落
は
、
夜
に
で
も
下
の
街
道
か
ら
見
上

げ
れ
ば
、
青
白
い
中
に
街
燈
が
灯
り
近
づ
き
難
い
様
相
を
さ
え
呈
す
る
。
現

在
の
コ
ミ
ュ
ン
ヌ
内
の
土
地
利
用
は
ほ
と
ん
ど
が
葡
萄
酒
用
の
葡
萄
畑
で
あ

り
、
そ
の
他
は
森
林
と
ガ
リ
ー
グ
（
σ
q
㊤
目
凪
一
σ
q
員
Φ
）
と
呼
ば
れ
る
灌
木
の
荒
地

で
あ
る
。
景
観
的
に
は
農
村
で
、
フ
ラ
ト
レ
（
閃
図
諺
日
図
団
ρ
即
）
も
現
代

の
丘
上
集
落
に
は
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
あ
る
と
い
ヶ
一
例
と
し
て
セ
ヨ
ン
を
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1．G，N，（圏立地理院）1：100000地図MARSEILLE／CARPENTRAS（1987）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

濃
村
に
分
類
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
ど
う
だ
ろ

う
か
。
筆
者
は
囲
．
属
・
ω
・
国
・
国
・
（
国
立
統
計
経
済

研
究
所
）
や
バ
ー
ル
県
古
文
書
館
所
蔵
の
国
勢
調

査
資
料
の
整
理
、
現
地
で
の
実
地
観
察
、
住
民

　
　
　
　
　
　
　
⑩

へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
　
エ
リ
ー
・
フ
ロ
ラ
ン
ス

（
同
い
○
三
国
客
ω
層
跡
一
酬
。
）
と
い
う
村
人
の
「
人
が
書

　
　
　
　
　
⑧

き
残
し
た
文
書
、
新
旧
の
地
籍
図
の
比
較
分
析
を

通
し
て
、
二
十
世
紀
の
セ
ヨ
ン
の
丘
上
集
落
を
と

ら
え
た
い
。

　
分
析
に
入
る
前
に
、
簡
単
に
統
計
資
料
上
の
問

題
に
つ
い
て
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
二
次

大
戦
以
前
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
関
係
の
統
計
に
つ
い
て

は
、
史
料
と
し
て
バ
ー
ル
県
古
文
書
館
で
閲
覧
で

き
る
国
勢
調
査
時
の
住
民
名
簿
が
存
在
す
る
の
で
、

こ
れ
が
利
用
で
き
る
。
こ
の
名
簿
に
は
住
民
の
個

人
デ
ー
タ
の
他
、
居
住
地
区
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
村
だ
け
の
集
計
や
地
区
単
位
の
集
計
も

可
能
で
あ
り
問
題
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
戦
後
の
統

計
資
料
に
つ
い
て
は
問
題
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は

国
政
調
査
の
結
果
に
関
し
て
H
．
岩
・
ω
・
国
●
悟
が
公
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現代南仏丘上集落の「ルネッサンス」（滝波）

表
し
て
い
る
、
コ
ミ
ュ
ソ
ヌ
関
係
の
最
も
詳
細
な
統
計
資
料
で
あ
る
「
網
羅

集
計
」
（
α
Φ
℃
o
質
崖
①
ヨ
。
暮
①
×
ぎ
重
げ
5
で
さ
え
も
、
統
計
が
コ
ミ
ュ
ソ
ヌ

の
集
計
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
村
だ
け
の
統
計
や
地
区
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
統
計
は
得
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
村
の
人
口
だ
け
は
役
場
を
も
つ
集
落
へ
の

集
注
人
口
と
い
う
か
た
ち
で
公
褒
さ
れ
て
お
り
、
丘
上
集
落
が
コ
ミ
ュ
ソ
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

人
口
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
か
は
判
明
し
て
い
る
。
セ
ヨ
ソ
で
は
幸
い
、

丘
上
集
落
へ
の
集
居
率
が
近
年
ま
で
か
な
り
高
く
（
表
1
）
、
国
勢
調
査
資
料

を
用
い
て
も
、
聞
き
取
り
な
ど
で
補
足
す
れ
ば
、
十
分
に
セ
ヨ
ン
の
丘
上
集

落
の
機
能
変
化
の
跡
を
た
ど
れ
よ
う
。

セヨンの人口と集居腰表1

年
コミュソヌ人口
@　（人）

村の人口
@（人）

集居率（兜）

82

W1

W2

W5

W6

402

403

417

427

378

489

497

510

503

442

1851

1861

1871

1886

1891

88

W5

W5

W3

W5

W5

365

281

275

266

279

264

417

331

323

320

327

311

1901

1911

1921

1931

1946

1954

85

V9

V9

U8

247

232

244

271

291

295

3e9

397

1962

1968

1975

1982
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ミ
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o
O
も
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、
諏
⑳
8
鵠
σ
q
『
0
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。
融
Ω
①
ω

　
ω
。
。
濫
融
。
。
白
。
鍵
雪
冨
ρ
蜜
。
⑦
噺
一
〇
ω
◎
。
、
や
㊤
ω
は
す
で
に
そ
の
当
蒔
、
丘
上
集
落

　
が
農
業
機
能
を
失
い
、
避
暑
客
の
藥
落
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
報
貨
し
て
い
る

　
が
、
他
の
研
究
か
ら
嘗
え
る
よ
う
に
、
本
格
的
な
丘
上
集
落
の
機
能
変
化
は
や
は

　
り
第
二
次
大
戦
後
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②
こ
の
用
語
に
つ
い
て
は
青
木
伸
好
へ
「
地
域
の
概
念
ー
都
市
と
農
村
の
関
係

　
に
お
い
て
」
、
火
明
堂
、
一
九
八
五
、
二
八
一
頁
～
三
〇
六
頁
）
の
批
判
の
こ
七
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く
、
概
念
で
な
く
実
態
を
指
す
も
の
と
す
る
。

③
い
H
く
国
賊
㌧
お
①
ひ
。
℃
o
や
島
f
℃
℃
．
匿
O
歯
箪

④
ぎ
ζ
」
℃
℃
・
b
。
お
歯
切
・
＼
同
》
¢
殉
や
勺
碧
ご
一
《
い
。
ω
く
ヨ
9
σ
q
①
ω
℃
窪
。
ま
ω
紆

　
℃
『
o
く
8
8
y
卜
、
ミ
無
ミ
蛍
戯
画
お
㌧
忌
8
コ
旨
お
い
搭
◎
。
轡
℃
や
O
甲
認
．
＼
じ
σ
菊
○
鑑
・

　
b
ご
国
菊
O
国
譲
○
ぼ
一
。
。
¢
帥
戸
1
《
い
9
勺
脱
。
〈
魯
。
臼
麟
昌
④
o
ぞ
留
一
ω
黒
一
〇
コ
島
⑦
冨

　
豆
。
躍
①
y
寝
罫
避
§
静
p
。
お
お
Q
。
9
喝
ワ
◎
。
1
一
P

⑤
．
男
〉
¢
国
や
。
や
鼠
け
‘
℃
●
鳶
・

⑥
切
〉
目
U
¢
肩
類
あ
C
U
O
い
勺
鍔
。
や
。
｛
仲
‘
℃
．
ご
り
．
＼
＜
同
O
＞
r
o
℃
■
9
f
唱
・

　
鱒
り
ω
㌧
や
ω
O
O
幽
＼
昌
沁
O
Z
や
一
㊤
①
P
o
や
9
f
も
．
念
◎
。
◆
＼
窯
国
Z
乞
メ
。
や
鼠
け
‘

　
や
b
。
メ
＼
q
三
く
◆
畠
㊦
勺
3
＜
魯
。
Φ
、
o
や
9
f
や
。
。
ρ
ワ
ω
8
■

、
⑦
筆
者
は
こ
謡
8
0
地
形
図
を
用
い
た
集
落
形
態
の
定
鍛
的
な
読
み
取
り
か
ら
．
ハ

　
ス
プ
ロ
バ
ン
ス
の
丘
上
集
落
の
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
南
／
南
西
斜
面
立
地
の

　
方
位
性
、
凸
型
地
形
を
背
後
に
凹
型
地
形
を
前
方
に
も
つ
眺
望
性
、
傾
面
の
上
部

　
平
均
約
二
七
％
に
立
地
す
る
高
地
性
の
三
点
を
次
の
論
文
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
。

　
慶
応
大
学
文
学
部
民
族
学
考
古
学
専
攻
一
九
九
一
年
一
月
提
出
卒
業
論
文
「
南
フ

　
ラ
ン
ス
低
プ
ロ
バ
ン
ス
地
方
の
丘
上
～
渠
落
の
成
立
要
m
囚
に
つ
い
て
」
（
未
発
表
）
。

⑧
正
式
に
は
岡
じ
県
の
セ
ヤ
ン
（
Q
a
9
凶
一
一
撃
Ω
到
り
σ
）
と
の
混
同
を
さ
け
て
ω
①
…
9
あ

　
ω
o
費
8
血
、
〉
薦
。
同
あ
で
あ
る
が
、
　
一
般
に
セ
ヨ
ン
と
呼
ば
れ
、
本
稿
も
そ
う
記

　
す
。
な
お
、
U
＞
d
し
Q
＞
8
＞
‘
菊
O
ω
日
〉
層
累
ρ
Ω
ご
1
望
昏
冥
ミ
ミ
ミ
鳶
§
偽
↓
δ
ミ
防

　
§
馬
馬
§
訣
ミ
、
ミ
】
§
”
い
9
戦
。
霧
器
、
一
㊤
O
ω
に
よ
れ
ば
、
セ
ヨ
ン
と
は
高
み
の
意

　
味
で
あ
る
。

⑨
順
い
〉
日
菊
助
ω
”
o
や
鼠
f
℃
．
㊤
。
な
お
彼
は
、
．
ω
即
ヨ
。
器
．
、
と
記
し
て
い
る
が

　
、
、
ω
。
三
〇
篇
．
．
の
誤
り
で
あ
る
。

⑩
　
現
地
調
査
は
一
九
九
〇
年
の
三
月
の
一
週
闘
と
八
月
度
一
週
間
の
二
團
、
計
二

　
週
間
お
こ
な
っ
た
。

⑩
フ
ロ
ラ
ン
ス
の
少
年
時
代
で
あ
る
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
～
九
六
〇
年
現
在
ま
で

　
の
彼
自
身
の
経
験
や
セ
ヨ
ソ
の
歴
史
、
動
植
物
、
生
活
、
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
、

　
タ
イ
プ
で
書
き
残
し
た
本
形
式
の
も
の
で
、
そ
の
コ
ピ
ー
が
バ
ー
ル
県
古
文
書
館

　
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
D
ニ
コ
一
一
）
。
実
際
に
筆
春
が
こ
の
文
書
に
出
会

　
え
た
の
は
、
古
文
書
館
の
資
料
員
の
指
示
に
よ
る
が
、
セ
コ
ン
で
の
調
査
中
に
す

　
で
に
そ
の
存
在
は
耳
に
し
て
お
り
、
昔
か
ら
の
住
民
に
は
知
ら
れ
た
文
書
ら
し
い
。

　
三
三
六
頁
あ
り
、
一
九
六
〇
年
に
書
き
終
え
ら
れ
て
い
る
。
表
題
は
§
壽
薦
蕊
・

　
特
ミ
恥
§
忽
ミ
§
勲
§
。
扇
髄
e
ミ
£
馬
野
こ
鱒
ミ
馳
ミ
馬
詮
§
“
寄
8

⑫
現
在
の
住
民
名
簿
に
つ
い
て
は
完
全
に
閲
覧
不
可
能
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ

　
う
だ
（
q
蝕
く
凸
α
o
勺
8
〈
o
p
o
ρ
o
℃
．
鼠
け
‘
や
ω
O
α
参
照
）
が
、
筆
者
は
見
る
こ

　
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

⑬
バ
ス
プ
ロ
パ
ソ
ス
で
は
歴
史
的
な
背
景
か
ら
、
「
丘
上
集
落
H
村
1
1
役
場
の
あ

　
る
集
村
」
が
一
般
的
で
あ
る
。
当
地
方
の
集
落
形
態
に
つ
い
て
詳
し
く
は
い
H
く
国
δ

　
生
り
O
b
。
．
o
や
9
f
勺
ワ
獄
〒
ト
ニ
罐
参
照
。

《
工
》
　
二
十
世
紀
に
お
け
る
丘
上
集
落
の
変
化

（
1
）
　
二
十
世
紀
初
頭
の
形
態
的
変
化

　
統
計
資
料
（
表
2
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
の
説
明
は
本
章
2
節
に
後
述
。
）

は
二
十
世
紀
初
頭
の
セ
ヨ
ソ
が
人
口
流
出
を
続
け
る
農
村
で
あ
っ
た
様
子
を

示
し
て
い
る
。
村
、
ア
モ
と
も
ほ
と
ん
ど
の
住
民
は
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。

そ
し
て
丘
上
集
落
へ
の
集
居
率
も
極
め
て
高
か
っ
た
。
こ
れ
は
セ
ヨ
ン
に
お

い
て
は
人
口
減
少
が
続
く
も
の
の
、
比
較
的
丘
上
集
落
の
分
化
が
弱
か
っ
た

こ
と
を
示
す
。
実
際
フ
ロ
ラ
ン
ス
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
丘
上
集
落
が
コ
ミ
ュ

ソ
ヌ
内
の
中
心
地
機
能
、
す
な
わ
ち
鍛
低
次
の
中
心
地
機
能
を
担
っ
て
い
た
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表2　セヨソの推会変化

25

V

7
　
　
4
　
　
F
O
2
　
　
2

32

P7

6
　
　
0
4
0
9
1
　
1
　
0
一

，
．
　
　
7
．
　
　
♪
．

40

P0

4
　
0
2
2
1
0
1
　
2
　
0
一

9
　
0
　
8
1
　
　
1

72

V

1
　
4
　
　
0
　
　
ー
ム
　
ウ
μ
　
8
　
　
3
　
　
0
　
　
　
1

1
　
　
2
　
　
7
・

62

W

3
2
0
4
3
6
3
　
0
　
1

0
　
　
0
Q
　
　
♪
・

73

P3

7
　
　
0
　
　
（
U
　
9
旧
　
0
　
　
1
　
　
0
　
　
0
　
　
1

0
　
　
4
　
　
♪
・

63

U

8
2
0
2
0
4
1
　
0
　
1

0
　
　
0
　
　
♪
・

74

T

4
3
0
2
0
4
0
　
4
　
1

0
　
　
1
　
　
♪
●

襲
者
　
働
　
労
作
金
　
賃
　
業
自
燈

　
　
　
　
　
　
巻
　
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
墾
　
　
職
　
　
　
　
　
　
，
人
人
理
職
者
者
人
家
　
明
鷲
理
鍵
舗
）
　
卸
者
管
労
作
用
（
等
弥
響
霧
錯
職
小
忌
中
雇
労
使
そ
警
不

慨則ンの世帯代表者の社会職業分類と家屋（本宅／セカンドハウス）の統計資料による。

社会職業分類の1901年～1946年はパール県古文書館所蔵のセヨンの住民名簿をもとにして

筆者が分類集計。1962年～1975年はLN．S．E。E，資料1こよる。セカンドハウス数は1946

年の数値のみCALMET　［’ES（1967）により，それ以外のものは1・N・S・E・E・資料による。

「
セ
ヨ
ソ
は
そ
の
当
時
（
二
十
世
紀
初
頭
、
筆
者
注
）

大
き
な
変
化
、
現
在
の
生
活
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て

い
く
よ
う
な
深
い
変
化
の
時
代
に
あ
っ
た
。
村
は
そ

の
位
置
を
変
え
、
人
々
は
バ
ル
ブ
ラ
ソ
の
古
い
地
区

を
捨
て
、
「
新
し
い
家
々
」
に
移
っ
て
き
た
。
お
館

の
下
の
凝
灰
岩
に
掘
り
こ
ま
れ
た
古
い
家
、
唯
二
の

開
口
部
と
し
て
小
さ
な
入
口
し
か
も
っ
て
い
な
い
不

健
康
な
家
、
風
と
雨
と
寒
さ
を
防
ぐ
避
難
小
屋
で
し

か
な
い
よ
う
な
家
は
捨
て
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
断
崖

　
　
　
　
　
①

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
セ
ヨ
ソ
は
大
き
く
形

態
的
に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
九
世
紀
後
半
の
ナ
ポ

レ
オ
ニ
ア
ソ
と
呼
ば
れ
る
地
籍
図
（
図
5
）
と
現
在
の
地

籍
図
（
図
6
）
を
比
較
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生

じ
た
か
が
視
覚
的
に
と
ら
え
ら
れ
㌔
・
こ
の
二
つ
の
地

籍
図
か
ら
は
二
つ
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。
一
つ
は
集
落

の
東
の
地
区
が
消
え
、
逆
に
西
の
地
区
が
新
し
く
で
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
と
、
も
ケ
一
つ
は
洞
穴
（
σ
q
岩
山
①
）
の
消
滅
で
あ
る
。

こ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
な
ぜ
だ
っ

た
の
か
は
以
下
の
フ
ロ
ラ
ン
ス
の
記
述
が
非
常
に
参
考
に

な
る
。
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に
掘
ら
れ
た
湿
気
の
多
い
地
下
倉
は
雨
の
多
い
冬
に
は
水
が
し
み
だ

し
た
が
、
寝
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
天
井
は
と
て
も
低
く
、
人

々
は
座
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ベ
ッ
ド
へ
這
っ
て
入
っ
た
。
狭
い
台
所

の
と
な
り
は
居
間
で
あ
り
、
そ
の
一
番
大
き
な
角
に
は
通
気
性
の
悪

い
暖
炉
が
あ
っ
た
。
た
だ
南
の
方
を
向
い
た
入
り
口
の
戸
だ
け
は
、

天
気
の
い
い
と
き
に
は
臼
に
照
ら
さ
れ
、
陰
気
な
家
の
た
っ
た
一
つ

の
喜
び
と
な
っ
た
。
　
（
中
略
）
　
こ
ん
な
ふ
う
に
書
く
の
は
申
し
訳
け

な
い
の
だ
が
、
こ
れ
が
真
実
だ
っ
た
。
セ
ヨ
ン
は
大
変
住
み
心
地
が

　
　
悪
く
、
幸
せ
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
石
工
の
ブ
フ
が
少
し
ず
つ
丘
の

　
　
西
の
方
へ
と
建
て
て
い
っ
た
「
新
し
い
家
々
」
は
た
く
さ
ん
の
窓
を

　
　
太
陽
に
向
け
、
快
活
で
明
る
い
、
い
な
か
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
現

　
　
代
的
な
家
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ブ
フ
は
初
等
教
育
し
か
受
け
て
い
な

　
　
か
っ
た
が
、
自
分
の
仕
事
に
情
熱
を
抱
い
て
い
た
。
彼
の
設
計
は
、
ヒ

　
　
制
限
さ
れ
た
資
金
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
時
と
し
て
は
傑
作
も

　
　
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
広
く
て
風
通
し
の
良
い
通
り
を
も
つ
よ
う
な
今

　
　
の
村
を
つ
く
っ
た
の
は
彼
な
ん
だ
と
、
私
は
礼
を
言
お
う
。
（
中
略
）

　
　
と
に
か
く
村
は
少
し
ず
つ
西
の
方
へ
と
、
空
気
と
空
間
と
暮
ら
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
す
さ
を
求
め
て
伸
び
て
い
」
つ
た
の
で
あ
る
。
」
（
下
線
は
筆
者
の
塩

　
　
の
）

・
ま
た
洞
穴
の
様
子
も
「
断
崖
に
掘
ら
れ
た
湿
気
の
多
い
地
下
倉
」
と
い
う

表
現
で
フ
揖
ラ
ン
ス
の
記
述
に
も
間
接
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
筆
者
が
下
線
を
引
い
た
よ
う
に
、
フ
ロ
ラ
ソ
ス
は
古
く
、
狭
く
、
じ
め
じ

め
し
た
、
不
健
康
な
セ
ヨ
ン
と
明
る
く
、
広
々
と
し
て
、
現
代
的
で
、
健
康

的
な
セ
ヨ
ソ
と
の
対
比
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
バ
ス
プ
ロ
バ
ン
ス
、
コ
ー
ト
ダ
ジ
ェ
ー
ル
地
方
に
限
ら
ず
、
他

の
伝
統
的
な
居
住
形
態
に
比
し
て
、
意
外
に
丘
上
集
落
の
家
屋
構
造
、
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

構
造
に
つ
い
て
の
報
告
や
実
測
図
は
多
く
な
い
。
だ
が
基
本
的
な
形
態
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
二
戸
ン
の
家
屋
に
つ
い
て
も
一
九
三
〇
年
の

あ
る
家
屋
の
図
（
セ
ヨ
ソ
一
九
〇
五
～
一
九
五
五
年
の
工
事
関
係
史
料
（
二

〇
＝
一
八
－
五
）
の
中
の
一
つ
、
た
だ
し
図
の
掲
載
は
省
略
。
）
が
バ
ー
ル
県

古
文
書
館
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
れ
ば
開
口
部
の
少
な
さ
と
小
さ
さ
が

読
み
と
れ
る
。
　
一
方
、
現
在
の
住
民
は
セ
ヨ
ソ
の
家
屋
の
大
き
な
形
態
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
一
つ
と
し
て
、
し
ば
し
ば
窓
が
増
え
か
つ
拡
げ
ら
れ
た
こ
と
を
口
に
す
る

が
、
こ
れ
は
フ
ロ
ラ
ン
ス
の
文
章
に
も
「
た
く
さ
ん
の
窓
を
太
陽
に
向
け
」

と
い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
セ
ヨ
ン
の
最
も
古
い
地
区
、
断
崖
に
彫
り
込
ま
れ
た
洞
穴
、
小
さ
な
窓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

放
棄
は
日
常
的
な
事
実
か
も
し
れ
な
い
が
、
丘
上
集
落
の
伝
統
的
な
形
態
が

現
代
的
な
形
態
へ
と
変
化
し
た
重
要
な
現
象
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
繰
り

返
す
が
、
こ
の
変
化
は
フ
ロ
ラ
ソ
ス
が
言
う
よ
う
に
、
何
を
さ
て
お
き
不
健

康
な
山
月
ン
か
ら
健
康
的
な
セ
ヨ
ン
へ
の
変
化
で
あ
っ
た
と
意
識
さ
れ
て
い
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る
こ
と
を
志
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
さ
て
ハ
ニ
十
世
紀
初
頭
の
バ
ル
ブ
ラ
ン
地
区
の
放
棄
は
丘
上
集
落
の
衰
退

現
象
の
】
形
態
と
も
解
釈
で
き
る
。
媛
も
標
高
が
高
く
、
最
も
古
い
核
の
地

区
が
捨
て
ら
れ
た
事
実
は
大
き
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
が
本
稿
で
セ

ヨ
ソ
の
丘
上
集
落
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
す
る
の
は
、
感
心
ソ
の
住
畏

も
専
門
家
も
現
在
の
セ
ヨ
ン
の
村
が
丘
上
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
、

　
⑨

あ
る
。
そ
七
て
フ
ロ
ラ
ソ
、
ス
も
確
か
に
一
九
六
〇
年
頃
の
セ
」
ヨ
ン
の
村
が
丘

上
に
あ
る
こ
と
旧
い
表
し
て
い
如
・
結
局
・
昏
夢
セ
ヨ
ン
の
村
に
署

て
は
、
ミ
ク
ロ
に
見
れ
ば
、
「
中
世
の
カ
ス
手
ロ
ム
に
直
接
の
起
源
を
も
つ
伝

統
的
な
地
中
海
的
集
落
形
態
の
か
な
り
の
部
分
が
失
わ
れ
て
い
み
、
と
こ
ろ

が
マ
ク
や
に
見
れ
ば
A
や
は
り
丘
上
に
あ
り
続
竹
る
集
落
に
変
わ
り
は
な
く
、

住
民
も
専
門
家
も
そ
う
し
た
認
識
を
も
っ
て
い
届
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
遺
ま
さ
に
丘
上
集
落
と
い
う
語
の
使
用
上
の
曖
昧
さ
、
と
く
に
拡
大

ぎ
み
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
之
、
そ
の
反
対
に
極
め
て
現
代
的
な
（
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
文
化
遣
直
が
重
視
さ
れ
る
時
代
と
い
う
意
味
で
）
意
味
の
強
さ
、
人
々

の
意
識
の
中
で
の
明
確
な
意
味
の
存
在
を
表
し
て
い
る
と
戦
え
よ
う
。
ま
た

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
丘
上
集
落
の
語
は
多
く
の
複
合
、
本
質
的
に
は
厳

密
な
、
ミ
ク
ロ
な
集
落
形
態
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
一
般
レ
ベ
ル
で
の
、

あ
る
い
は
マ
ク
ロ
な
景
観
を
示
す
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
二
十
世
紀
の
丘
上
集
落
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
考
え
る
場
合
、
重

要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
日
の
丘
上
の
集
落
に
は
遠
目
に
見
え
る

印
象
的
な
姿
を
除
い
て
は
、
厳
密
的
な
意
味
で
か
な
り
の
伝
統
的
な
形
態
が

失
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
事
実
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
に
地
中

海
沿
岸
地
方
特
有
の
景
観
と
し
て
、
多
く
の
集
落
が
丘
上
に
あ
る
こ
と
が
強

　
　
　
⑪

調
さ
れ
る
の
は
、
現
代
社
会
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
や
地
域
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
圃

1
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
美
景
の
概
念
な
ど
の
問
題
に
ま
で
議
論

を
踏
み
込
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
之
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
論

の
域
を
越
え
る
の
で
こ
れ
以
上
の
議
論
は
控
え
た
い
。

（
2
）
、
幽
九
六
〇
年
代
以
降
の
機
能
的
変
化

　
集
落
機
能
な
定
住
人
口
の
構
成
状
況
以
上
に
、
常
蒔
／
臨
時
の
滋
雨
家
屋

の
利
用
形
態
に
大
意
く
左
右
さ
れ
よ
う
。
と
く
薫
本
稿
の
よ
う
な
セ
カ
ン
ド

ハ
ウ
ス
（
同
ひ
ω
一
α
Φ
昌
O
O
・
切
O
O
O
P
自
㊤
帥
H
①
）
が
多
い
と
想
像
さ
れ
る
集
落
で
億
、

定
住
人
口
の
統
計
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
ま
た
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
利
用

人
口
を
明
ら
か
に
す
る
の
弦
容
易
で
は
な
い
以
上
、
人
口
で
は
な
く
家
屋
の

統
計
を
み
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
今
古
。
客
ω
・
国
・
国
．
で
は
一
つ
の

家
屋
に
佐
む
人
間
の
集
ま
り
を
世
帯
と
定
義
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
世
帯
代
表
者
の
拡
延
経
済
的
属
性
別
の
世
帯
数
と
本
宅
（
纂
。
。
7

0
¢
ロ
。
①
娼
H
営
。
首
巴
。
）
／
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
数
の
資
料
の
直
接
比
較
が
可
能

に
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
二
つ
の
別
個
の
統
計
を
複
合
し
て
、
使
用
目
的
別
の
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現代南仏丘上集落の「ルネヅサンス1（滝波）

袋3　セヨンへの人口流入
1

1975年 1982年
一回前の国勢調査時の居住地

加（人）i 比率（％）
人・（人）1

比率（％）

セ　　ヨ　　ン 208 67 244 61

セヨソ以外のバール県 34 1工 32 8

上以外プロバンス・アルプ・コートダジュール 43 14 98 25

上以外フランスの地方 16 5 13 3

フランス本土外 8 3・ 10・ 3

エ975年現在のセヨンの人口を1968年当時の居住地別に，

1982年現在の人口1ま1975年当聴の居住地刷に示したもの。

LN．S．E．E．資料による。

表4　セヨンの人々の就労地

1982年

人数1購（％）

1975年

人釧比率（％）就労’地

48

Q5

Q7

66

R4

R6

72

Q0

W

82

Q3

X

セ　　ヨ　　ン

セヨン以外の〉ミール県内

ノミーノレ県クト

1．N．　S．　E．　E．資料による。

家
屋
数
の
統
計
が
つ
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
セ
ヨ
ン
の
居
住
家
屋
数
は
人
口
と
と
も
に
減
少

か
ら
増
加
へ
反
転
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
は
、
家
屋
数
の
増
加
と
と
も
に

急
激
に
家
屋
の
利
用
形
態
を
も
変
化
さ
せ
て
く
る
（
表
2
）
。
農
業
従
事
者
家

屋
の
減
少
と
職
入
、
小
売
、
卸
売
商
人
を
除
く
非
農
業
従
事
者
家
屋
の
増
加

で
あ
る
。
ま
た
退
職
者
家
屋
の
増
加
も
顕
著
で
あ
る
。
退
職
者
は
引
退
農
民

と
い
わ
ゆ
る
第
二
次
、
第
三
次
産
業
か
ら
の
退
職
者
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る

が
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
セ
ヨ
ソ
で
は
前
者
は
地
元
引
退
農
民
、
後
者
は

都
市
か
ら
の
流
入
者
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
非
農
業
従
事
者
家
屋
の
増
加
が

コ
ミ
ュ
ソ
ヌ
外
か
ら
の
流
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
表
3
か
ら
も
分
か

る
。
ま
た
近
年
の
セ
ヨ
ソ
の
就
業
人
口
の
う
ち
、
バ
ー
ル
県
外
で
就
労
す
る

割
合
は
増
え
て
お
り
（
表
4
）
、
セ
ヨ
ン
が
外
部
と
の
関
係
を
活
発
に
し
て

き
た
二
と
を
示
し
て
い
る
。
主
な
就
労
地
は
高
次
中
心
地
の
マ
ル
セ
イ
ユ
都

市
圏
だ
悔
い
う
。
ま
た
表
2
に
戻
る
な
ら
ば
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
セ
カ
ン

ド
ハ
ウ
ス
は
著
し
い
増
加
を
示
す
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
七
五
年
で
農
業
従

事
者
の
家
屋
は
一
四
％
に
ま
で
落
ち
込
み
、
半
分
近
く
が
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
、

そ
し
て
そ
の
他
は
退
職
者
、
引
退
農
民
と
非
農
業
従
事
老
の
家
屋
に
な
っ
て

い
る
。

　
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
主
に
都
市
居
住
者
の
バ
カ
ン
ス
や
週
宋
滞
在
用
の
臨

蒔
的
な
住
居
で
あ
る
が
、
そ
の
社
会
的
意
味
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
非
常
に
旨
き
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い
。
ク
リ
ビ
エ
（
O
甥
H
U
σ
同
国
口
”
閃
●
）
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で

も
居
住
環
境
の
悪
化
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
居
住
者
に
と
っ
て
、
セ
カ

ン
ド
ハ
ウ
ス
は
都
市
の
住
居
の
代
用
、
補
完
の
住
居
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の

人
々
に
と
っ
て
は
、
安
い
価
格
で
都
市
に
は
な
い
静
け
さ
や
緑
な
ど
の
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
。
事
実
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ス
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
大
衆
化
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
南
フ
ラ
y
ス
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

々
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
保
有
率
は
高
い
。
ま
た
プ
ロ
バ
ン
ス
や
コ
ー
ト
ダ
ジ

ュ
ー
ル
地
方
で
は
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
通
常
ふ
だ
ん
の
居
怯
地
か
ら
一
〇

〇
㎞
か
ら
＝
一
〇
㎞
、
自
動
車
で
一
時
間
か
ら
二
時
間
の
距
離
ま
で
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
か
も
そ
の
利
用
は
バ
カ
ン
ス
型
で
は
な
く
週
末
型
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
選
宋
の
他
に
夏
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
復
活
祭
な
ど
の
バ
カ
ン
ス
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

利
用
さ
れ
、
年
闘
か
な
り
の
日
数
に
の
ぼ
る
。
ま
た
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
ま
ま
退
職
後
の
住
居
と
な
る
傾
向
が
あ
り
、
一
概
に
一
時
的
な
利
用
の
住

居
と
だ
け
み
な
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
セ
ヨ
ソ
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
滞
在
者
は
マ
ル
セ
イ
ユ
都
市
圏

か
ら
の
も
の
が
多
い
こ
と
が
、
す
で
に
プ
冒
バ
ン
ス
、
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル

地
方
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
都
市
勢
力
圏
の
問
題
と
し
て
明
ら
か
に

　
　
　
　
⑱

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
実
と
あ
わ
せ
て
、
マ
ル
セ
イ

ユ
都
市
圏
勢
力
下
に
お
け
る
、
セ
ヨ
ン
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
中
心
と
し
た

う
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ
現
象
が
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
。

　
以
上
は
統
計
資
料
を
中
心
に
み
て
き
た
こ
と
だ
が
、
い
く
ら
集
膏
雨
が
高

め
と
は
い
え
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
統
計
は
セ
ヨ
ソ
全
体
の
集
計
で

あ
る
。
そ
こ
で
現
地
調
査
か
ら
分
か
っ
た
セ
ヨ
ソ
の
村
の
状
況
に
つ
い
て
簡

単
に
付
け
加
え
た
い
。
農
業
従
事
世
帯
は
村
内
の
狭
さ
を
き
ら
っ
て
、
孤
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

宅
や
ア
モ
に
多
く
思
住
し
て
い
る
。
た
だ
引
退
農
民
は
村
の
と
く
に
西
の
地

区
に
多
く
み
ら
れ
る
。
彼
ら
は
冬
は
石
で
で
き
た
日
の
当
た
る
テ
ラ
ス
状
の

場
所
で
、
夏
は
人
工
の
泉
の
あ
る
木
陰
の
ベ
ン
チ
で
だ
ん
ら
ん
す
る
の
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
場
所
は
集
落
の
西
の
地
区
で
あ
る
（
図
6
参
照
）
つ
一

方
、
現
在
の
セ
ヨ
ン
の
最
も
眺
望
の
よ
く
最
も
古
い
地
区
、
つ
ま
り
最
も
丘

上
集
落
的
な
景
観
を
も
つ
通
り
の
家
屋
は
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
多
く
が

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
や
デ
ン
マ
；
ク
人
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
が
空
間
的
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
も
の
な
の
か
は
筆
者

の
調
査
か
ら
だ
け
で
は
不
十
分
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
バ
カ
ン
ス
滞

在
地
、
訪
問
地
と
し
て
有
名
な
コ
ー
ト
デ
モ
ー
ル
地
方
（
O
O
伸
Φ
α
O
ω
諸
ゆ
累
増
Φ
ω
）

の
丘
上
集
落
な
ど
知
名
度
の
高
い
丘
上
集
落
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
が
か
な
り

の
部
分
パ
リ
大
都
市
圏
住
民
の
勢
力
下
に
あ
り
、
そ
の
他
の
無
名
の
集
落
が

バ
ス
プ
ロ
パ
ソ
ス
や
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
の
市
民
の
勢
力
下
に
あ
る
と
い
う

　
⑳

事
実
と
あ
い
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

　
現
在
の
出
様
ソ
の
村
は
、
か
つ
て
フ
ロ
ラ
ン
ス
が
記
述
し
た
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ソ
ヌ
の
虐
7
5
全
な
申
心
地
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
確
か
に
役
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現代南仏丘上集落のrルネッサンス」（滝波）

場
、
小
学
校
、
郵
便
局
、
教
会
は
村
に
あ
る
も
の
の
、
商
店
は
無
い
に
等
し

く
、
定
期
市
を
除
け
ば
、
日
用
品
の
購
入
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
の
は
パ
ソ
屋
、
カ
フ
ェ
、
食
料
品
店
が
各
一
店
だ
け
で
、
人
々
は
ふ
つ

う
南
へ
五
㎞
の
中
次
中
心
地
サ
ソ
マ
ク
シ
マ
ン
・
ラ
サ
ン
ト
ボ
ム
（
ω
P
ぎ
掌

譲
ρ
邑
ヨ
ぎ
藁
p
－
Q
Q
鍮
艮
甲
b
ご
ρ
郎
ヨ
ρ
図
2
参
照
）
や
高
次
中
心
地
マ
ル
セ
イ
ユ

に
買
い
物
に
行
く
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
日
曜
霞
の
ミ
サ
も
、
村
の
教
会

に
は
司
祭
が
い
な
い
の
で
サ
ソ
マ
ク
シ
マ
ソ
か
ら
や
っ
て
来
る
の
だ
そ
う
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
が
多
い
と
筆
者
は
述
べ
た
が
、
セ
ヨ
ソ

は
エ
ズ
（
ロ
N
①
）
や
ゴ
ル
ド
（
O
o
a
。
の
）
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
観
光
丘
上
集
落
で

は
な
い
。
土
産
物
屋
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
さ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
軒
も
村
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の

現
代
セ
ヨ
ソ
の
丘
上
集
落
は
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
の
バ
カ
ン
ス
集
落
と
も
言

え
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
居
住
機
能
に
順
化
し
た
集
落
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

①
男
い
○
類
閏
窯
ρ
o
や
9
f
℃
℃
■
嵩
㌣
一
ま
は
さ
ま
ざ
ま
な
小
売
商
人
や
職
人

　
が
村
で
活
動
し
て
い
る
様
子
を
描
い
て
お
り
、
彼
ら
が
セ
ヨ
ン
の
人
々
に
と
っ
て

　
重
要
な
財
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

②
も
ち
ろ
ん
現
在
と
の
比
較
で
は
い
つ
が
大
き
な
変
化
だ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い

　
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
フ
ロ
ラ
ン
ス
の
記
述
か
ら
そ
れ
は
二
十
世
紀
初
頭
で
あ

　
つ
た
。
こ
れ
以
後
は
形
態
的
に
は
丘
上
集
落
に
関
す
る
限
り
あ
ま
り
変
化
は
な
い
。

③
俵
統
的
な
形
態
と
し
て
、
丘
上
集
落
は
岩
質
の
斜
葡
地
に
立
地
す
る
た
め
、
岩

　
の
断
嵐
を
掘
り
こ
ん
で
つ
く
っ
た
空
間
、
す
な
わ
ち
洞
穴
が
多
く
見
ら
れ
る
。
洞

　
穴
は
夏
で
も
涼
し
く
、
セ
ヨ
ン
で
も
か
つ
て
は
、
羊
な
ど
の
家
密
を
保
管
し
た
り
、

　
馬
の
蹄
鉄
を
作
っ
た
り
、
葡
萄
酒
倉
（
O
麟
く
O
）
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
冷
え
た
葡

　
萄
瀬
を
飲
む
カ
フ
ェ
（
図
9
参
照
）
に
ま
で
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
残
っ

　
て
い
る
も
の
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
り
、
自
動
車
の
車
庫
用
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

④
句
い
O
菊
悶
窯
ω
”
o
℃
・
。
凶
け
こ
℃
℃
」
δ
1
＝
ド

⑤
　
例
え
ば
切
図
O
窯
じ
ご
国
濁
Ω
国
搾
0
7
‘
い
＞
O
涛
9
〆
㎏
‘
菊
〉
α
江
7
鵠
．
「
．
…

　
卜
．
ミ
さ
ミ
ら
ミ
鳶
§
ミ
鳶
卦
§
竃
ミ
偽
魯
㌧
蟻
、
§
ミ
§
㌧
一
ゆ
○
。
O
や
菊
〉
鴫
じ
コ
＞
d
担
℃
・
、

　
℃
国
閃
菊
帥
〉
菊
P
罫
、
1
卜
、
ミ
鳥
ミ
§
馬
ミ
恥
装
§
驚
、
ミ
9
恥
略
ミ
郵
G
§
ミ
§
ミ
＆
㌧

　
一
㊤
。
。
・
。
な
ど
で
も
丘
上
集
落
の
家
屋
に
関
す
る
報
告
は
非
常
に
少
な
い
。

⑥
し
ロ
図
菊
Ω
○
α
乞
鶏
O
O
〆
℃
o
や
9
酔
‘
℃
ワ
詮
あ
メ
＼
図
〉
槻
窯
O
旨
く
‘
一
《
い
⑦
ω

　
〈
葺
四
σ
q
㊦
ω
℃
韓
。
謀
ω
α
、
O
簿
話
あ
貯
σ
Q
鵠
ρ
働
琶
〇
二
㊦
一
〇
霞
馨
三
〇
ε
掃
”
一
〇
ω

　
ヨ
鉱
8
霧
塁
9
①
導
。
ω
y
国
§
妬
急
感
8
。
8
曙
轟
恥
謁
斜
織
§
ミ
§
恥
恥
g
§
跨

　
簑
§
ミ
霧
も
偽
ミ
§
翫
．
ミ
惑
駄
ミ
魂
龍
ミ
ミ
a
驚
鳶
亀
．
ミ
き
≧
軌
8
お
0
伊
℃
や
一
ω
㊤

　
み
繍
「
b
）
図
竃
H
＞
宏
o
Q
U
、
〉
”
O
国
H
三
切
〉
¢
U
、
o
や
9
叶
‘
勺
や
①
？
N
韻
．

⑦
窓
の
拡
大
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
も
指
摘
や
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
。
8
い

　
刃
O
宕
二
一
リ
コ
》
o
や
。
坤
け
こ
や
ま
刈
．
＼
9
凱
く
’
畠
。
勺
δ
く
。
コ
8
吻
。
℃
。
9
峠
‘
や
昏
。
爲
㌧

　
℃
』
鐸

⑧
　
注
⑥
の
文
献
は
洞
穴
や
小
さ
な
窓
が
丘
上
集
落
の
い
か
に
童
要
な
伝
統
的
特
徴

　
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

⑨
＜
＞
r
切
O
翼
自
重
日
押
胃
。
ぴ
興
ρ
一
曾
ミ
。
｝
窮
向
薯
§
糺
．
」
騰
讐
勲
ち
O
ρ
○
鎧
く
－

　
諺
σ
q
。
一
嵐
蝕
計
や
ω
．
＼
野
罫
馬
§
O
ミ
§
ミ
讐
、
℃
き
鯉
ミ
田
麩
嵐
奪
3
0
ミ
馬

　
職
．
議
ミ
ミ
隔
一
8
9
や
位
Q
。
一
．

⑩
こ
の
こ
と
は
次
の
表
現
か
ら
言
え
よ
う
。
¶
昼
、
青
い
空
ま
で
憂
え
（
℃
2
。
9

　
甘
ω
ρ
¢
、
碧
9
巴
σ
δ
蘇
一
①
ぢ
母
）
、
夜
、
銀
色
の
空
ま
で
聲
え
、
光
り
輝
く
星
屑

　
の
下
、
セ
ヨ
ン
は
…
…
（
中
略
）
食
事
の
あ
と
セ
ヨ
ン
に
上
り
な
さ
い
。
そ
こ
は

　
美
し
い
パ
ノ
ラ
マ
の
広
が
る
幸
せ
な
見
晴
ら
し
の
場
殊
で
す
。
」
（
疑
い
○
耐
湿
Z
ω
u

　
o
℃
．
9
け
‘
℃
℃
．
＝
〒
＝
卜
。
．
）

⑪
　
碁
q
ミ
§
O
§
§
範
婁
や
O
ミ
§
ミ
罫
ミ
鳶
沁
喧
§
黛
N
な
ど
の
旅
行
案
内
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書
の
中
で
も
、
丘
上
集
落
は
し
ば
し
ば
地
中
海
地
方
固
有
の
ツ
ー
ジ
ス
ト
ァ
ト
ラ

　
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑫
O
菊
鴇
欝
搾
喝
ミ
ぢ
。
奮
、
一
《
い
霧
隷
。
・
雀
①
き
塁
器
。
9
義
騨
ぎ
ω
ユ
霧
。
蹄
？

　
蝕
霧
壁
蕊
歪
＄
旨
鵠
σ
q
コ
⑦
ω
断
話
薫
辛
切
。
。
・
y
導
ミ
器
醤
へ
醤
§
㌧
ご
。
畠
凸
ρ

　
δ
噴
ω
魎
℃
●
↑
Q
。
駆
9

⑬
o
＞
唱
鍵
晦
6
↓
閃
ρ
竃
昌
⑦
‘
1
倉
、
貯
建
魯
8
紆
。
。
鼠
。
・
宣
窪
8
ω
・
。
①
8
コ
号
ぎ
ω

　
の
脅
冨
、
≦
o
h
o
朋
〈
鑑
四
σ
q
①
。
。
α
篇
く
母
y
O
急
暗
誘
ミ
“
寄
ミ
貯
｝
墨
。
。
①
ユ
。
＞
℃

　
尾
8
δ
O
メ
℃
」
ザ
＼
0
知
濁
旨
知
、
o
や
9
帥
；
碧
山
H
Q
。
刈
．

⑭
O
勾
お
濁
茅
。
℃
■
葺
‘
℃
」
。
。
O
・
「

⑯
切
〉
幻
じ
⇔
閏
㌍
ご
σ
賃
暴
a
”
1
含
。
σ
Q
①
ヨ
①
嵩
窃
9
喬
。
雪
8
ω
簿
蒜
切
箆
・
昌
8
の

　
し
。
笹
8
民
p
マ
。
ω
審
器
冨
ω
＆
－
o
。
。
汁
旨
巴
騨
。
護
雪
曾
昌
y
G
翁
蕎
焼
ミ
恥
§
い
↓
o
ミ
貯
ミ
噂

　
怨
ユ
。
＞
瞥
昌
。
伊
這
雪
’
℃
や
十
鈎

⑯
O
菊
笛
H
国
菊
㌧
o
℃
・
。
鑓
”
℃
・
お
q
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
で
、
セ
カ
ン
ド

　
、
ハ
ウ
ス
の
年
間
平
均
使
用
日
数
は
フ
ラ
ン
ス
全
国
で
約
六
〇
日
、
南
フ
ラ
ン
ス
で

　
は
こ
の
値
を
優
に
上
ま
わ
る
と
い
ヶ
。

⑰
h
9
」
‘
噂
」
り
9

⑱
切
〉
国
切
淘
知
b
℃
・
島
‘
唱
．
？
。
。
層
℃
」
P

、
⑲
こ
の
現
象
は
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
¢
巳
〈
・
O
Φ
℃
8
＜
①
琴
ρ
。
や

　
o
罫
層
や
鯉
卜
⊃
”
や
b
。
竃
‘
＼
竃
〉
知
誠
翼
丙
い
ζ
”
o
℃
．
負
け
二
℃
℃
●
ω
Q
。
占
P

⑳
以
下
の
文
献
を
参
照
。
O
＞
U
ン
旨
月
8
国
ω
．
。
℃
．
簿
．
、
℃
℃
．
守
ρ
＼
切
〉
菊
じ
σ
濁
押

　
o
や
9
け
‘
℃
℃
レ
。
。
占
ρ
＼
ご
鵠
一
く
・
曾
㌘
o
〈
。
琴
ρ
o
℃
・
。
凶
鉾
「
℃
・
b
。
『
。
。
・

⑳
、
た
だ
じ
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
人
口
規
模
の
小
さ
な
農
村
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
に
限

　
ら
れ
た
中
心
機
能
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
は
ご
く
一
般
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

　
現
代
に
お
い
て
は
、
農
村
の
居
住
者
は
外
部
の
中
心
地
へ
買
物
に
行
く
の
が
普
通

　
だ
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

．
＠
　
セ
ヨ
ン
唯
一
の
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
が
パ
リ
の
ア
モ
に
あ
る
が
、
こ
こ
の
ホ
テ

　
ル
重
重
潔
ツ
筋
糊
の
重
め
℃
億
な
く
、
“
一
．
三
世
紀
の
．
沿
ジ
リ
カ
が
あ
3
、
　
【
年
中

観
光
客
の
絶
え
な
い
サ
ソ
マ
ク
シ
マ
ソ
の
た
め
の
補
助
的
な
宿
泊
機
能
や
通
り
す

が
り
の
自
動
車
旅
行
者
の
た
め
の
宿
泊
機
能
が
中
心
だ
と
い
う
。

《
豆
》
　
現
在
の
丘
上
の
場
所

（
1
）
　
丘
上
の
場
所
の
質

本
章
で
は
、
セ
ヨ
ン
の
村
の
あ
る
丘
上
の
場
所
や
丘
上
集
落
の
形
態
を
家

屋
の
構
造
ま
で
含
め
て
実
地
に
観
察
し
、
ま
た
丘
上
の
場
研
に
対
し
て
セ
ヨ

ン
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
筆
者

丘上と低地の揚所の質表5

小丘南斜面上部　　　　　盆地床／低地

@　セヨンの村　　　　　サンマクシマソの町

　寒さはゆるい　　冬　　とても寒い

@揖当たりがよい　　　　　日当たりが悪い

ﾙとんど凍らない　　　　　　しぼしば凍る

@　　日が長い　　　　　　日が短い

　　　　　暑い　　夏　　暑い
嵐ﾊしよく涼しい　　　　　　　　風通しが悪く熱気言留まる

丘のまわりをまく　　ミス　　強く吹く

@　　強く吹く　　トラ　　風の通り道になる

@村の西では強い　　　ル

　乾燥している　　乾湿　　じめじめしている

ｶがかからない　　　　　とくに冬はよく霧が出る

　　　櫛か　　その　　騒々しい

@　緑が多い　　他

ﾏ化が少ない　　　　　変化が多い

@空気がいい

’筆者の現地調査による。霧の分布については図7βを参照。

134 （766）



現代南仏丘上集落の「ルネッサンス」（滝波）
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①

は
「
こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ
で
す
か
」
と
い
う
よ
う
な

質
問
を
都
市
か
ら
の
退
職
者
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
滞

在
者
を
中
心
に
す
る
こ
と
で
、
丘
上
の
場
所
に
対
し

て
彼
ら
が
も
っ
て
い
る
意
識
を
探
ろ
う
と
し
た
。
そ

の
結
果
、
人
々
は
と
く
に
気
候
や
気
象
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
多
く
語
り
、
局
地
風
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
関
す

る
も
の
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
共
通
の
知
覚
と
意

識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の

内
容
の
中
心
は
表
5
に
示
す
よ
う
な
、
村
の
立
地
す

る
丘
の
南
斜
面
上
部
と
盆
地
床
／
低
地
と
の
対
比
で

あ
る
。
こ
の
局
地
気
候
に
つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
で
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

え
ば
高
燥
之
低
湿
の
対
比
と
言
え
よ
う
。
と
り
わ
サ
、

人
々
は
「
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
」
（
．
．
穣
娼
。
鴇

鎧
ω
o
一
〇
鵠
．
、
）
と
い
う
表
現
を
頻
繁
に
使
い
、
村
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

」
よ
く
臼
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
う

し
た
丘
上
の
気
候
の
よ
さ
は
、
ほ
ぼ
リ
ベ
の
主
張
す

　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
点
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
セ
ヨ
ン
の
村
の
あ
る

よ
う
な
地
形
の
場
所
の
気
候
の
よ
さ
は
、
あ
る
程
度

局
地
気
候
の
研
究
で
閣
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

　
　
⑤

も
あ
り
、
む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
人
々
が
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丘
上
の
気
候
の
よ
さ
は
健
康
に
よ
い
の
だ
と
説
明
す
る
、
そ
の
意
識
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
人
々
は
し
ば
し
ば
セ
ヨ
ン
の
丘
上
集
落
の
あ
る
よ
う
な
場
所

の
質
を
、
サ
ン
マ
ク
シ
マ
ン
、
と
き
に
は
マ
ル
セ
イ
ユ
の
例
ま
で
も
ち
だ
し

対
比
的
に
説
明
す
る
。
そ
し
て
都
市
／
町
は
健
康
に
悪
い
が
、
村
は
農
村
的

な
環
境
が
あ
り
、
緑
も
多
く
、
窒
気
も
き
れ
い
な
の
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ

を
解
釈
す
れ
催
、
セ
ヨ
ン
の
丘
上
集
落
は
た
だ
単
に
丘
上
ゆ
え
に
健
康
的
な

だ
け
で
な
く
、
農
村
的
な
環
境
で
も
あ
る
か
ら
健
康
的
な
の
だ
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

　
セ
ヨ
ン
の
丘
上
集
落
に
見
ら
れ
る
の
は
農
村
的
景
観
と
都
市
に
近
い
住
民

溝
成
の
結
び
付
き
で
あ
る
。
現
在
の
村
は
、
環
境
的
に
は
農
村
空
間
の
中
に

連
続
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
囲
の
ア
モ
、
孤
立
宅
、
そ
し
て
葡
萄

畑
と
は
機
能
的
に
弱
い
結
び
つ
き
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
給
い
換
え
れ
ば
、

農
村
空
間
に
連
続
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
農
村
的
環
境
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
機
能
的
に
は
周
囲
の
農
村
空
間
と
断
絶
し
、
舗
装
さ
れ
た
道
路

と
い
く
つ
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
綱
に
よ
っ
て
、
空
間
的
に
は
離
れ
た

都
市
と
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
代
饅
村
空
間
に

出
現
し
た
丘
上
集
落
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
本
質
で
は
な
か
ろ
う
か
。

丘
上
の
場
所
は
ト
ゥ
ア
ン
（
日
q
誘
客
”
H
㍉
即
）
の
患
う
野
生
で
も
な
い
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
も
な
い
、
都
帯
芯
怯
者
に
と
っ
て
の
ト
ポ
フ
ィ
リ
ア
と
し
て
の
田
園
と
乞

え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
丘
上
集
落
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
は
ゲ
ラ
ン

（
O
q
帥
図
H
諸
9
勺
し
／
ギ
ュ
ミ
ュ
シ
ア
ソ
（
O
¢
鼠
¢
○
匿
H
＞
宕
”
出
し
の
「
都

市
か
ら
の
居
住
者
に
と
っ
て
、
い
な
か
（
O
㊤
困
P
も
9
α
q
質
Φ
）
は
景
観
と
し
て
見

　
　
⑦

ら
れ
る
。
」
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
（
○
局
○
閃
O
国
”
℃
。
）
の
「
日
常
空
問
は
都
市
愚
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
な
り
、
都
市
空
間
以
外
は
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
い
っ
た
指
摘
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
知
覚
や
意
識
が
分
か
れ
た
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
関
し
て
、
も
う
少
し

考
察
し
た
結
果
を
述
べ
よ
う
。
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
の
知
覚
、
意
識
は
お

も
に
表
5
の
よ
う
に
三
パ
タ
ー
ン
あ
る
が
、
こ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
、
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
現
地
で
実
際
に
ミ
ス
ト
ラ
ル
の
吹
き
抜
け
方
を
観
察
し
た
。
図
4
に
示
す

よ
う
に
、
ミ
ス
ト
ラ
ル
は
村
の
あ
る
小
丘
の
北
西
斜
面
に
当
た
っ
た
の
ち
二

方
向
に
分
か
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
村
を
直
撃
す
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
分
裂
し
た
ミ
ス
ト
ラ
ル
の
一
方
は
西
か
ら
ま
わ
り
こ
ん
で
村
の
通

り
に
吹
き
込
ん
で
く
る
（
図
6
）
。
と
く
に
通
り
は
狭
く
、
ま
た
両
側
を
三

層
ほ
ど
の
連
続
す
る
家
屋
に
き
っ
ち
り
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
風
速

は
か
な
り
の
も
の
に
な
る
。
た
だ
し
村
の
中
で
も
東
の
方
へ
い
く
に
つ
れ
風

は
弱
ま
り
、
か
つ
て
最
も
古
い
地
区
と
し
て
家
屋
の
あ
っ
た
小
丘
の
南
東
斜

面
上
部
で
は
ほ
と
ん
ど
風
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
ミ
ス
ト
ラ
ル
の
表
れ
方
は
同
じ
集
落
内
で
も
い
ろ
い
ろ
な
の
で
、
前
述
の

ミ
ス
ト
ラ
ル
に
対
す
る
知
覚
の
多
様
性
は
ミ
ク
瞬
な
居
佳
場
所
に
一
部
分
よ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
者
の
調
査
か
ら
は
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
か
っ

136　（768）



現代南仏丘上集落の「ルネッサンス」（滝波）

た
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
関
す
る
意
識
は
一
つ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

定
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
い
か
に
し
て
も
人
々

の
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
対
す
る
評
価
の
多
様
性
は
説
明
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
今
ま
で
の
ミ
ス
ト
ラ
ル
関
係
の
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
　
一

般
に
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
は
、
そ
の
冷
た
さ
や
災
害
を
も
た
ら
す
、
あ
る
い
は
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

経
を
い
ら
い
ら
さ
せ
る
と
い
っ
た
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
本
当
は

長
短
両
班
が
あ
る
と
い
う
。
ミ
ス
ト
ラ
ル
が
気
象
に
与
え
る
影
響
力
は
大
き

く
、
冬
に
は
晴
天
、
比
較
的
低
い
湿
度
、
低
い
気
温
、
夏
に
は
暗
天
、
極

め
て
低
い
湿
度
、
さ
わ
や
か
な
気
温
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

　
⑫

い
る
。
ま
た
、
H
O
き
＼
ω
以
上
の
強
い
ミ
ス
ト
ラ
ル
は
冬
、
そ
し
て
と
く
に

春
に
頻
発
す
る
が
、
㎝
諺
＼
ω
以
上
の
ミ
ス
ト
ラ
ル
で
見
た
場
合
、
冬
、
春
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

他
、
夏
に
も
同
じ
よ
う
に
発
生
す
る
と
い
う
調
査
結
果
が
出
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

夏
の
ミ
ス
ト
ラ
ル
は
少
し
ぽ
か
り
夏
の
日
中
を
涼
し
く
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
実
は
ミ
ス
ト
ラ
ル
の
人
間
生
活
に
対
す
る
作
用
の
多
様
性
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
と
に
改
め
て
セ
ヨ
ソ
の
丘
上
集
落
に
お

け
る
ミ
ス
ト
ラ
ル
を
解
釈
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
セ
ヨ
ン
付
近
で
は

ミ
ス
ト
ラ
ル
は
丘
上
集
落
を
直
繋
こ
そ
し
な
い
が
、
か
な
り
の
速
さ
で
集
落

の
通
り
を
吹
き
抜
け
る
。
そ
の
と
き
ミ
ス
ト
ラ
ル
は
風
通
し
の
効
果
と
夏
の

涼
し
さ
に
貢
献
す
る
。
な
お
、
冬
の
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
強
さ

は
ロ
ー
ヌ
河
谷
や
マ
ル
セ
イ
ユ
な
ど
に
比
し
て
か
な
り
小
さ
い
も
の
で
あ
る

　
⑮

こ
と
、
ま
た
ミ
ス
ト
ラ
ル
は
集
落
の
通
り
を
吹
き
抜
け
る
の
で
あ
っ
て
、
家

屋
を
直
撃
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
結
局
ミ
ス
ト
ラ
ル
は
丘

上
で
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
い
か
、
ま
た
は
吹
い
て
く
る
と
し
て
も
、
夏
な

ど
は
む
し
ろ
涼
し
さ
を
も
た
ら
す
と
い
う
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
少
な
く
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
フ
ロ
ラ
ン
ス
の
記
述
を
み
よ
う
。
彼
は
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。
コ
九
六
〇
年
に
な
る
ま
で
、
下
水
道

の
整
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
通
り
に
は
糞
便
の
臭
い
が
た
だ
よ
っ

て
い
た
が
、
そ
の
悪
臭
を
わ
ず
か
で
も
薄
め
て
く
れ
た
の
は
ミ
ス
ト
ラ
ル
だ

　
　
　
　
⑯

け
で
あ
っ
た
。
」
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
フ
μ
ラ
ン
ス
の
二
十
世
紀
初

頭
の
変
化
に
関
す
る
記
述
と
あ
わ
せ
て
、
ミ
ス
ト
ラ
ル
に
対
す
る
彼
の
イ
メ

ー
ジ
が
語
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

（
2
）
　
集
落
と
家
屋
の
弓
造

　
今
ま
で
述
べ
て
き
た
丘
上
の
場
所
の
も
つ
気
候
の
よ
さ
は
集
落
や
家
屋
の

形
態
に
も
最
大
限
利
用
さ
れ
て
い
る
。
集
落
レ
ベ
ル
で
は
、
丘
上
集
落
は
図

7
、
図
8
や
図
9
の
断
面
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
丘
の
斜
度
一
五
度
か

ら
二
〇
度
の
南
斜
面
に
家
屋
を
く
い
つ
か
せ
る
よ
う
に
、
三
段
か
ら
五
段
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

階
段
状
に
並
ば
せ
て
お
り
、
日
当
た
り
の
よ
さ
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま

た
筆
者
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
集
落
の
東
の
地
鼠
で
は
家
屋
は
比
較
的
高
層
で
、
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C，

ーーIIIII
　　洞穴　　　広
　　　　　　場（かってカフェ）

otttom

家
屋

／

一1
家
屋

通
り

C，

テラス

．Oi6i

→：春分の午前10時頃の太陽光線の差し込み方（筆者の現地でのスケッチによる）

　　　　　　　　　　　　図9　CrC2（図6）断面

　　　　　　図10村の東の方の通り（筆者の写真）
右手が南。丘上集落には自動車の通行不可能なものもあるが，セヨソ

では，この写真のように自動車は十分入れるので不便がない。
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ド

糞
議
・

欝騨：

　　　　　　図11村の西の方の通り（筆者の写真）
右手が南。この写真からは丘上集落とは思えないくらいすき間の多い
空間となっている。

通
り
は
狭
い
が
、
斜
面
の
角
度
は
急
で
あ
り
、
集
落
の
西
の
地
区
で
は
斜
面

は
緩
い
が
、
家
屋
は
低
く
、
通
り
は
広
い
の
で
日
当
た
り
の
よ
さ
は
似
た
よ

う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
（
図
1
0
、
1
1
参
照
）
。

　
個
々
の
家
屋
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
日
当
た
り
の
よ
さ
は
集
落

形
態
と
集
落
立
地
場
所
の
構
造
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
家
屋
内
の
聞
取
り

に
も
見
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
の
家
屋
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
的
な
モ
デ

ル
は
他
の
丘
上
集
落
と
違
わ
ず
、
下
層
階
か
ら
上
層
階
へ
、
葡
萄
酒
倉
、
台

所
、
居
間
、
寝
室
、
屋
根
裏
部
屋
と
変
わ
っ
て
い
く
パ
タ
ー
ン
と
、
住
居
の

南
面
に
は
居
間
、
寝
室
や
窓
が
多
く
あ
り
、
北
面
は
葡
萄
酒
倉
、
台
所
や
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

口
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー

ン
は
農
村
時
代
の
形
態
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

窓
の
拡
大
、
洞
穴
の
放
棄
、
そ
し
て
農
業
機
能
の
衰
退
に
よ
る
関
連
設
備
の

放
棄
な
ど
の
改
変
が
見
ら
れ
る
。

（
3
）
　
丘
上
集
落
の
「
ル
ネ
・
7
サ
ン
ス
」
の
意
味

　
現
在
の
住
民
に
聞
い
て
も
、
丘
上
集
落
に
は
生
活
上
何
の
不
便
も
な
い
と

言
う
。
そ
れ
は
水
と
電
気
と
自
動
車
が
あ
る
か
ら
だ
と
言
う
。
丘
上
集
落
の

水
問
題
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
貯
水
槽
が
整
備
さ
れ
、
水
不
足
は
そ
れ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

深
刻
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
や
は
り
低
地
に
比
べ
水
の
確
保

は
大
問
題
で
、
フ
ロ
ラ
ン
ス
も
「
一
九
一
〇
年
に
は
じ
め
て
人
工
の
泉
に
水
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が
ひ
か
れ
、
そ
の
後
一
九
五
六
年
に
な
っ
て
ア
ル
ジ
ャ
ン
（
〉
目
σ
q
①
湧
）
川
の

水
が
丘
の
上
の
貯
水
タ
ン
ク
に
ま
で
く
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
セ
ヨ
ソ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

人
々
は
千
年
来
の
水
の
問
題
を
解
決
し
た
。
」
と
導
い
て
い
る
。
彼
は
同
時

に
一
九
一
〇
年
の
電
気
の
遜
入
、
一
九
二
九
年
の
歩
道
の
設
置
、
一
九
五
六

年
の
通
り
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
一
九
六
〇
年
の
下
水
道
整
備
を
記
し
、

一
九
六
〇
年
に
至
っ
て
、
セ
ヨ
ン
の
家
は
水
道
、
暖
房
、
電
気
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
洗
濯
機
を
備
え
て
、
都
市
と
同
じ
快
適
さ
を
も
つ
家
に
な
っ
た
と

　
　
　
　
⑳

述
べ
て
い
る
。
フ
μ
ラ
ン
ス
の
記
述
は
セ
ヨ
ン
が
い
か
に
現
代
的
に
な
っ
た

か
を
、
そ
し
て
い
か
に
都
市
に
近
づ
い
た
か
を
強
調
し
て
お
り
、
そ
れ
は
斜

面
ソ
が
ラ
！
パ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
現
象
を
示
す
ほ
ん
の
少
し
前
で
あ
っ
た
一
九

六
〇
年
と
い
う
時
期
の
人
々
の
一
般
的
な
意
識
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

今
B
セ
ヨ
ソ
に
居
住
、
滞
在
す
る
都
市
か
ら
の
人
々
が
都
市
と
の
対
比
性
を

強
調
す
る
の
と
は
正
反
対
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
セ
ヨ
ソ
に
お
け
る
丘
上
と
い
う
ハ
ー
ド
な
地
形
上
の
特
異
点
が

現
代
的
な
意
味
を
も
つ
場
所
に
変
換
し
え
た
こ
と
の
説
朗
を
考
え
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
は
あ
る
一
つ
の
視
点
で
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス

の
一
般
の
人
々
が
他
の
も
の
に
比
し
て
、
と
り
わ
け
自
ら
の
健
康
の
確
保
を

重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
代
、
ま
た
健
康
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
空
間

に
対
す
る
指
向
性
が
強
ま
っ
た
現
代
と
い
う
時
代
の
存
在
で
あ
る
。
文
化
比

較
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
健
康
へ
の
関
心
が
高
い
。
ち
ょ
う
ど
臼
本
が

衛
生
の
問
題
に
必
要
以
上
に
敏
感
な
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
悲
愴
な
く

ら
い
寒
空
の
下
で
も
日
光
浴
に
精
を
出
し
、
週
末
の
森
や
近
隣
の
散
歩
を
絶

や
さ
ず
、
健
康
の
確
保
に
努
め
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
太
陽
や
新
鮮
な
空
気

（
巴
同
℃
霞
駒
げ
。
口
鉱
吋
）
こ
そ
が
健
康
を
も
た
ら
す
と
い
う
強
い
考
え
方
を
も

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
以
来
そ
こ
に
居
住
す
る
も
の
に
と
っ
て
否

定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
丘
上
が
、
現
代
に
お
い
て
保
持
さ
れ
た
の
は
、

気
候
的
な
好
条
件
を
も
つ
地
形
的
特
異
点
が
現
代
の
人
々
の
指
向
す
る
よ
う

な
健
康
を
保
証
す
る
居
住
環
境
イ
メ
ー
ジ
と
合
致
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
同
時

に
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
で
集
落
形
態
の
改
良
が
あ
り
、
か
つ
自
動
車
の
発
達
な

ど
に
よ
っ
て
、
も
は
や
丘
上
の
場
所
は
狭
い
不
便
な
心
房
で
は
な
く
な
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
山
郭
ソ
の
村
が
農
村
空
間
の
中
に
連
続
し
て
存
在
し
、
現
代

都
衛
居
佐
者
か
ら
都
市
と
対
比
さ
れ
る
好
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
と
指
摘
で
き
る
。
よ
り
模
式
的
に
卜
え

ぱ
、
評
判
ン
の
丘
上
集
蕗
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
は
晴
間
軸
上
は
、
過
宏
の

伝
統
的
、
閉
鎖
的
形
態
の
セ
ヨ
ソ
と
今
日
の
現
代
的
、
開
放
的
形
態
の
セ
ヨ

ソ
と
の
対
比
、
垂
直
軸
上
は
、
丘
上
と
い
う
気
候
の
よ
い
揚
所
と
低
地
や
盆

地
床
の
寒
く
湿
気
の
多
い
場
所
と
の
対
比
、
そ
し
て
水
平
勅
上
は
、
農
村
的
、

田
園
的
な
セ
ヨ
ン
と
環
境
の
悪
い
都
市
と
の
対
比
と
い
う
三
つ
の
軸
、
つ
ま

り
健
康
イ
メ
ー
ジ
を
評
価
基
準
に
し
た
こ
の
三
つ
の
軸
の
上
に
位
澱
づ
け
ら
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れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
丘
上
集
落
に
結
び
つ
く
健
康
イ
メ
…
ジ
は
象
徴
的
な
一
面
を
も
っ

て
い
る
こ
と
を
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
ブ
ザ
ン
ス
ノ
（
じ
ご
国
ω
跨
Z
O
甲

属
○
日
警
℃
・
）
は
地
中
海
地
方
と
老
齢
者
の
健
康
の
関
係
を
厳
密
に
分
析
し
、

個
々
の
事
例
で
は
変
わ
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
老
齢
者
が
健
康
の
確
保
の

た
め
に
地
中
海
沿
岸
地
方
の
気
候
に
い
だ
く
魅
力
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
科
学
的

に
は
疑
わ
し
い
と
結
論
し
、
む
し
ろ
心
理
的
な
効
果
の
ほ
う
を
重
要
視
し
、

地
中
海
地
方
の
天
気
が
老
後
生
活
の
楽
し
み
と
そ
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
地
中
海
地
方
で
は
、
本
来
は
夏
の

暑
さ
を
部
屋
の
中
に
入
れ
な
い
た
め
開
口
部
は
小
さ
い
ほ
う
が
よ
い
と
言
わ

れ
る
。
ラ
ポ
ポ
ー
ト
（
園
》
勺
○
℃
○
劉
止
り
｝
．
）
の
書
う
よ
う
に
、
現
代
で
も
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

居
は
シ
ン
ボ
ル
的
な
要
素
を
も
ち
う
る
の
で
あ
る
。

①
　
例
え
ば
、
、
○
嵩
㊦
多
出
。
昌
♂
℃
．
．
な
ど
と
聞
き
始
め
た
。

②
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
村
の
引
退
襲
民
や
サ
ン
マ
ク
シ
マ
ン
や
パ
リ
の
ア
モ
と
い

　
つ
た
盆
地
の
縁
や
盆
地
床
の
住
民
に
聞
い
て
も
同
じ
結
果
で
あ
っ
た
。

③
こ
れ
は
以
下
の
文
献
が
指
摘
す
る
よ
う
な
馬
．
バ
カ
ン
ス
に
お
け
る
太
陽
の
存
在

　
の
重
要
性
と
も
関
連
し
よ
う
。
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q
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國
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①
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富
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巴
一
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お
隷
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O
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智
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髭
ご
O
q
鑑
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O
譲
囲
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罫
国
①
フ
・
9
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刃
霞
窪
掴
霧

　
憎
夕
蝉
σ
帥
冒
ω
㌧
猷
自
⑦
鉱
。
コ
。
聖
6
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P
＝
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一
室
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O
コ
盛
㊦
ヨ
⑦
コ
審
二
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冨
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自
冠
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ユ
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ヨ
ニ
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＝
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ヤ
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財
a
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遷
§
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O
駄
誌
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特
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這
奪
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ε
∋
o
O
N
お
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・
ざ
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O
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欝
コ
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層
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0
ぎ
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p
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舘
あ
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障
け
憎
弾
器
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9
ヨ
伽
一
〇
ω

　
轟
℃
℃
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簿
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暫
く
o
o
一
．
①
者
曽
o
o
y
O
o
》
ミ
》
§
ミ
偽
ミ
ご
9
嵩
（
唱
霧
♂
）
噂
鐸
。
蕗
、
6
Q
◎
ρ
娼
・

　
δ
Q
ゆ
’

⑨
ミ
ス
ト
ラ
ル
は
バ
ー
ル
県
西
部
で
は
一
年
間
、
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
西
北
西
の
方
向

　
か
ら
吹
き
（
じ
づ
病
竃
け
く
同
Z
辞
様
遷
①
ω
r
l
《
ω
ロ
ニ
ρ
白
話
。
繍
。
詳
〇
二
p
h
「
3
’
お
琴
σ

　
島
鶴
口
繕
o
n
け
噌
曽
一
①
コ
　
一
W
騨
ω
ω
①
1
勺
械
O
〈
2
回
O
O
　
O
け
　
ω
昌
目
　
囲
Φ
ω
　
O
㊤
霞
6
0
①
o
摩
鳥
O
　
O
O
　
O
O
＝
『
脚
コ
け

　
三
軒
。
富
y
切
ミ
N
ミ
§
翫
馬
ミ
給
職
ご
蕊
§
偽
魯
偽
愚
ミ
恥
陶
8
日
Φ
器
㌧
謡
。
8
嵩
σ
q
融
ω

　
血
0
6
。
6
。
o
o
綜
ま
6
0
ω
騨
く
㊤
コ
盆
。
．
㌧
冥
一
〇
ρ
　
一
㊤
Q
◎
O
Q
吻
や
ト
⑪
ρ
　
＼
O
カ
一
国
q
×
”
〉
血
ユ
。
斜

　
℃
O
¢
O
司
β
け
ヨ
嵩
。
、
…
富
註
帖
絵
§
卵
ヨ
。
き
σ
q
毒
℃
匡
Φ
昌
。
α
9
冨
象
掃
。
賦
。
離

　
島
。
冨
旨
警
脇
0
8
ざ
σ
q
ζ
一
り
。
。
心
’
や
ト
。
幽
）
し
か
も
プ
ロ
バ
ン
ス
は
地
形
に
凹
凸
が

　
多
く
風
の
通
り
道
が
一
定
に
決
め
ら
れ
や
す
い
の
で
観
察
は
容
易
で
あ
る
ゆ
．

⑩
≦
ぐ
鵠
搾
雰
霞
g
β
1
峯
§
鷺
§
§
§
楠
ミ
蕊
笥
、
§
§
ミ
＆
、
鴬

　
旨
自
笥
§
§
き
亀
N
ミ
鷺
”
諸
⇔
洋
舞
鳥
q
■
℃
‘
δ
窃
8
℃
．
δ
①
も
ミ
ス
ト
ラ
ル
の

　
人
々
に
与
え
る
影
響
の
二
面
性
を
述
べ
て
い
る
。

⑪
ご
コ
跡
冥
穿
く
悶
宕
層
図
ヨ
④
鈴
一
為
。
話
簿
霞
。
。
茸
9
y
も
§
ミ
跨
魯
南
口
拳

　
憾
ミ
魯
ω
㊤
o
睾
絃
や
昌
o
b
⊇
＝
ヤ
一
Φ
も
◎
ρ
℃
℃
’
b
Q
◎
◎
o
Q
I
b
コ
o
Q
P
ま
た
≦
く
い
H
戸
O
℃
．
鼠
ダ

　
や
A
も
ミ
．
ス
ト
ラ
ル
の
厳
し
さ
を
記
述
し
て
い
る
。

⑫
○
沁
濁
α
×
”
勺
○
⇔
Ω
閏
8
。
や
昆
‘
℃
藁
．
＼
＞
q
U
¢
海
鼠
湘
6
涛
O
。
⇔
㌔
〉
‘

　
図
N
＞
男
U
”
｝
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劉
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一
《
農
工
℃
o
ω
α
①
撞
①
ヨ
℃
ω
o
昌
9
h
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暮
旨
巴
一
朝
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霞
p
コ
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⑦
爵
。
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8
コ
o
o
一
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臨
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昌
p
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9
0
ε
話
一
①
σ
圃
o
o
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ヨ
9
鉱
ρ
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0
y
ミ
鳳
ミ
智
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ミ
自
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㊤
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ζ
d
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〉
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｝
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昌
－
距
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員
ρ
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《
＜
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三
。
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簿
。
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竃
撤
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離
h
8
蝕
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ヨ
難
壁
曾
寅
ま
。
昌
幹
事
一
．
国
肩
。
℃
㊦
y
き
§
ミ
塁
§
O
へ
道
悪
ミ
3
も
綬
◎
一
〇
◎
。
り
㌧

　
℃
℃
．
μ
o
。
O
∴
◎
。
b
。
・

⑬
「
○
缶
国
α
×
b
憎
O
q
O
図
δ
。
や
葺
‘
竈
●
。
。
τ
伊

⑭
〉
ω
O
濁
ズ
臼
◎
彰
器
・
・
♂
－
鼠
竜
恥
§
“
§
ミ
ミ
魂
§
へ
跨
§
物
職
愚
ミ
～
ミ
§
騎

　
§
ミ
慢
禽
軌
§
㌧
臓
ミ
§
3
鼠
奪
3
0
ミ
恥
乱
、
誠
軸
凶
§
営
。
ぎ
α
q
茜
℃
竃
。
捧
。
N
α
o

　
冨
貸
罵
。
鳳
。
瓢
9
冨
§
黛
9
同
。
δ
σ
q
す
、
H
㊤
◎
。
Q
。
「
℃
・
①
Q
。
．

＠
b
ヴ
け
緊
ゆ
く
国
ズ
目
」
㊤
ω
。
。
覧
。
や
簿
‘
署
・
一
り
凸
P
＼
○
菊
篇
¢
×
、
℃
O
¢
Ω
国
β

　
o
ワ
滋
紳
こ
℃
や
ト
。
る
．

⑯
男
じ
O
菊
国
翼
ω
㌧
。
や
。
ぎ
℃
」
F

⑰
　
缶
娼
鴨
日
ざ
〉
こ
∪
〉
＜
ざ
炉
℃
8
寓
閃
菊
H
＞
G
い
岬
言
‘
O
＞
ン
q
Ω
嘗
O
こ
一

　
《
ピ
①
養
巻
謬
常
き
①
艮
。
。
o
二
一
憎
o
O
§
ω
冨
は
σ
q
凶
。
コ
α
o
鎮
8
け
℃
巴
凱
①
『
y
ミ
ミ
罵
事

　
廣
ミ
＄
訂
。
ρ
お
G
。
9
℃
や
お
ふ
㊤
の
研
究
は
南
仏
モ
ン
ペ
リ
エ
地
方
の
傾
斜
面

　
地
を
購
例
に
、
斜
面
の
向
き
、
角
度
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
太
陽
の
放
酎
エ
ネ
ル

　
ギ
i
受
審
量
が
変
化
す
る
か
を
理
論
上
で
算
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

　
・
南
向
き
ヨ
○
度
斜
面
が
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
受
容
量
が
多
く
、
次
い
で
南
歩
き
　
一
〇

　
渡
斜
面
乏
南
東
（
南
西
）
三
〇
度
斜
面
が
ほ
ぼ
岡
景
で
続
き
、
以
下
南
東
（
南
西
）

　
二
〇
度
斜
面
、
さ
ら
に
南
一
〇
度
艇
面
と
な
る
。

⑱
　
こ
の
よ
う
な
家
屋
は
地
理
学
な
ど
で
諺
鉱
ω
o
鵠
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コ
ぎ
戸
二
窪
一
醜
と
呼
ば
れ
る
。
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⑲
葺
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や
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ω
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牒
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戸
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ρ
o
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9
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9
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1
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、
ぎ
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犠
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“
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鳶
象
ミ
恥
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鳶
偽
ミ
旧
鞠
ミ
い
ρ
畔
男
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一
り
刈
○
。
㌧
℃
℃
．
累
α
ゐ
禽
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⑳
　
ア
モ
ス
・
ラ
ポ
ポ
ー
ト
、
『
住
ま
い
と
文
化
』
、
山
本
正
三
他
訳
、
．
大
明
裳
、
一

　
九
八
七
、
一
九
二
頁
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
一
般
的
に
欝
っ
て
、
現
代
南
仏
バ
ス
プ
ロ
バ
ン
ス
の
丘
上
集
落
の
「
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」
に
は
農
業
人
口
の
流
出
に
よ
る
空
き
家
の
発
生
、
こ
の
安
価
な

家
屋
に
圏
を
つ
け
た
不
動
産
業
者
の
存
在
、
農
民
に
よ
る
収
入
目
的
の
家
屋

や
土
地
の
売
却
、
バ
カ
ン
ス
の
大
衆
化
と
拡
が
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変

化
に
よ
る
老
後
生
活
の
重
要
性
の
高
ま
り
、
老
後
に
お
け
る
腰
帯
か
ら
の
帰

郷
現
象
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
経
済
的
要
因
が
大
き
く
存
在
す
る
。
が
、

そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
筆
者
は
積
極
的
に
集
落
の
立
地
す
る
場
所
や
集
落

内
部
の
ミ
ク
ロ
な
部
分
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
居
倥
あ
る
い
は
滞
在
す
る
人
々

の
知
覚
や
意
識
の
問
題
に
ま
で
踏
み
込
み
な
が
ら
、
現
代
に
お
い
て
丘
上
と

い
う
地
形
上
の
無
機
的
な
特
異
点
が
社
会
文
化
酌
に
意
味
を
も
つ
場
所
に
変

　
　
　
　
①

溢
し
た
事
実
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
説
明
を
セ
ヨ
ン
の
丘
上
集
落
を
例
に
試
み

た
。
そ
こ
で
は
、
丘
上
の
場
所
が
も
つ
好
条
件
の
気
候
な
ど
の
地
形
的
特
異

点
固
有
の
質
と
現
代
の
都
市
居
住
者
が
追
求
す
る
健
康
的
な
空
間
イ
メ
…
ジ

の
重
な
り
の
存
在
が
、
セ
ヨ
ソ
の
丘
上
集
落
を
新
た
な
意
味
の
あ
る
場
所
へ

と
変
化
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
近
年
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
気
候
な
ど
の
環
境
、
健
康
の
関
係
に
つ
い
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②

て
の
重
厚
な
研
究
が
出
て
い
る
。
．
本
稿
も
結
果
的
に
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い

て
の
議
論
を
試
み
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
バ
カ
ン
ス
を
考
え

る
場
合
、
環
境
や
健
康
意
識
の
問
題
は
多
く
の
重
要
な
視
点
を
含
ん
で
い
る

ど
飼
え
る
だ
ろ
う
。

①
　
本
稿
で
は
単
な
る
地
形
上
の
特
異
点
と
し
て
の
G
・
一
8
が
何
ら
か
の
意
味
の
場

　
所
（
附
ざ
口
O
。
…
…
）
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
一
つ
注
意
し
て
お

　
き
た
い
の
は
、
m
犀
。
の
意
味
と
難
。
ロ
の
意
味
で
あ
る
。
。
・
置
㊦
は
都
市
の
最
初
の

r
立
地
場
所
、
r
工
場
な
ど
の
経
済
立
地
ハ
自
然
景
観
や
地
形
に
お
け
る
変
換
点
、
考

　
古
学
の
発
掘
地
点
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
象
、
歴
史
的
な
出
来
咳
の
場
所
な
ど
の
特

　
殊
な
地
点
、
そ
の
他
行
政
上
保
護
さ
れ
る
べ
き
景
観
の
意
味
で
使
わ
れ
る
。
こ
の

　
よ
う
に
繊
8
が
空
聞
的
と
同
時
に
形
態
的
な
特
徴
を
示
す
の
に
対
し
、
一
一
〇
鐸
は

　
導
体
的
で
あ
れ
抽
象
的
で
あ
れ
、
純
粋
に
場
所
を
示
す
語
で
、
特
鋼
に
修
飾
（
例

　
え
ば
宗
教
的
歴
史
的
な
シ
ン
ボ
ル
の
場
所
と
し
て
の
げ
p
。
纂
三
郷
）
や
説
明
（
例

　
え
ば
休
息
、
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
一
富
口
α
o
呂
℃
o
も
。
）
が
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

あ
る
い
は
、
．
人
文
主
義
的
地
理
学
の
枠
組
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
空
間
上
の
一
点
に

　
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
む
し
ろ
単
な
る
一
一
窪
が
あ
る
出
来
事
に
よ
っ
て
歴
史

　
的
文
化
的
な
意
味
の
あ
る
ω
諄
。
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
こ
と
を
付
け
加
え

　
て
お
き
た
い
。

②
　
O
鵠
ン
リ
国
国
＞
d
ジ
冨
一
9
⑦
ゼ
ー
爵
ミ
ミ
尉
慧
器
昏
鄭
ざ
凌
臓
琶
｝
駕
織
ミ
務
執
覇

　
辱
遭
恥
§
、
、
這
§
§
目
滋
。
・
①
巨
。
飢
。
g
。
「
騨
静
ユ
、
曽
p
計
冒
8
8
ヨ
噂
9
一
り
。
。
。
。
b
娼
や

　
曽
み
ω
一
・
＼
ア
テ
ン
・
コ
ル
バ
ン
、
『
浜
辺
の
誕
生
1
1
海
と
人
間
の
系
譜
学
』
、
，

　
福
丼
和
美
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
二
、
一
三
三
頁
～
二
〇
四
頁
な
ど
。

《
付
記
》
　
本
稿
の
概
要
は
、
一
九
九
二
年
秋
に
大
阪
大
学
で
行
わ
れ
た
人

　
　
　
文
地
理
学
会
大
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
と
く
に
、
筆
者
の
い

　
　
　
ろ
い
ろ
な
質
問
に
答
え
て
下
さ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ル
レ
ア
ン
の

　
　
　
D
R
A
E
の
ド
ゥ
ニ
・
マ
リ
・
ラ
エ
レ
ッ
ク
氏
に
こ
の
場
を
借
り

　
　
　
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
，
臼
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
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